
隅

田
川
物

の
中

の

『都
鳥
妻
恋
笛
』
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-

其
磧
時
代
物
小
考

i

佐

伯

孝

弘

一
、

は

じ

め

に

二
、
先
行
作
品
の
利
用

三
、

笛

、

お

よ
び

賤

民

四
、
其
磧
の
構
成
法

五

、

お

わ

り

に

要

旨
江
島
其
磧

の
晩
年

の
時
代
物
浮
世
草
子

『都
鳥
妻
恋
笛
』
は

隅
田
川
物

に
属
し
、
後

に
読
本
仕
立

て
で
再
版
さ
れ
る
が
、
従

来

の
評
価
は
必
ず
し
も
芳
し
く
な
い
。

本
作
と
先
行
隅
田
川
物

の
諸
作
を
細

か
く
比
較
す
る
と
、
其

磧
が
従
来
指
摘

の
な
か

っ
た
上
方
歌
舞
伎
の
隅
田
川
物
を
含
め
、

実
に
多
く
の
先
行
作
か
ら
趣
向
を
採
り
な
が
ら
、
演
劇

の
運
命

悲
劇
的
な
深
刻
さ

・
凄
惨
さ
を
薄
め
る
形
に
改
変
し
て
利
用
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
色
事

に
よ

っ
て
事
態
を
展
開

さ
せ
よ
う
と
す
る
、
其
磧
な
り
の
作
意
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

全
体
を
繋
ぐ
道
具
立
と
し
て
の
笛
の
モ
チ
ー
フ
は
、
隅
田
川

伝
承
と
笛
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
踏
ま
え
、
取
り
込
ま
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

精
力
的
に
材
料
を
博
捜
取
材
し

つ
つ
、
小
道
具
や

一
貫
し
た

作
意
を
用
い
複
雑
な
筋
立
て
を
破
綻
無
く
構
成
す
る
、
其
磧
の

手
腕
は
評
価
し
て
良
い
。
そ
う
し
た
構
成
法
は
、
怪
異
性
の
取

り
込
み
と
共
に
、
読
本
に
通
じ
る
特
徴

と
言
え
る
。



一

は
じ
め
に

謡
曲

『
隅
田
川
」
を
濫
觴
と
す
る

〈隅
田
川
物
〉

の
文
芸
は
、
近

　ユ
　

世
文
学
と
り
わ
け
演
劇

・
芸
能

に
お
い
て
大

い
に
流
行
し
た
。
八
文

字
屋
刊
行
の
時
代
物
浮
世
草
子

『都
鳥
妻
恋
笛
』
(享
保
十
九
年
刊
)

は
、
こ
の

〈隅
田
川
物
〉

の
系
譜

に
属
す
る
、
江
島
其
磧
晩
年
の
作

で
あ
る
。

吉
田
少
将
と
班
女

(花
子
)
と
の
契
り
を
描
く
謡
曲

『班
女
』
と
、

人
買
い
に
拐
か
さ
れ
隅
田
川
辺
で
横
死
し
た
梅
若
丸
を
母
が
探
す
悲

劇

の
謡
曲

『
隅
田
川
』
は
本
来
無
関
係
だ

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
登
場

人
物

「
吉
田
少
将
」
の
名
の

一
致
な
ど
か
ら
、
夙
に
続
き
物
と
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
梅
若
丸
に
松
若
丸
を
加
え
二
人
の
兄
弟
と
し
、

松
若
丸
が
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
る
趣
向
や
お
家
騒
動
の
筋
立
て
を
構
え
、

長
編
化
し
て
行
く
。
以
上
の

〈隅
田
川
物
〉
の
基
本
型
は
、
近
世
初

期

の
説
経
浄
瑠
璃
や
仮
名
草
子

・
古
浄
瑠
璃
な
ど
の
段
階
で
出
来
上

が

っ
て
い
た
。
其
磧
も
、
そ
の
定
型
に
則

っ
て

『
都
鳥
妻
恋
笛
』
を

書

い
て
い
る
。

ま
た

『都
鳥
妻
恋
笛
」
は
、
上
田
秋
成
の

『雨
月
物
語
」

「青
頭

　　
　

巾
」
の
典
拠
と
な

っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

二

先
行
作
品
の
利
用

『都
鳥
妻
恋
笛
』
は
、
従
来
主
と
し
て
近
松
門
左
衛
門
作
の
浄
瑠

ふ
た
こ

璃

『
双
生
隅
田
川
』
(享
保
五
年
、
大
坂
竹
本
座
)

に
拠
り

つ
つ
想

　
ヨ
　

を
構
え
た
と
さ
れ
て
来
た
。
長
谷
川
強
氏
も

『
双
生
隅
田
川
』
を
主

あ
き

の
よ
の
な
が

と
し

つ
つ
、
他
に
古
浄
瑠
璃

『隅
田
川
』

や
御
伽
草
子

『秋
夜
長
物

　
　
　

語
』
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
最
近
、
木

越
治
氏
は
必
ず
し
も

『
双
生
隅
田
川
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

は
言
い
き
れ
な
い
と
し
、
隅
田
川
物
の
歌
舞
伎

『
出
世
隅
田
川
」

(元
禄
十
四
年
、
江
戸
中
村
座
、
絵
入
狂
言
本
が
残
る
)、
更
に
は
怪

異
小
説
の

『伽
婢
子
』
(浅
井
了
意
作
、
寛
文
六
年
刊
)
四
の
二

・

八
の
四
と

『金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
(章
花
堂
作
、
元
禄
十
七
年
刊
)

　　
　

一
の
二
を
、
構
想
上
の
典
拠
と
し
て
指
摘

さ
れ
た
。

其
磧
は
、
既
に
指
摘
の
あ
る
も
の
以
外

に
も
隅
田
川
物
に
関
わ
る

諸
作
を
広
く
集
め
、
そ
れ
ら
に
直
接
拠

っ
た
り
発
想
の
契
機
を
得
た

り
し
て
、
本
作

『都
鳥
妻
恋
笛
』
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、

や
や
煩
雑

に
な
る
が
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
追

い
な
が
ら
先
行
作
と
の
具

体
的
な
関
係
を
考
察
し
て
行
き
た
い
。

ま
ず
主
な
登
場
人
物
を
示
す
。
(縦
線

は
親
子
、
横
単
線
は
兄
弟
、

横
二
重
線
は
夫
婦
関
係
)
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上
総
大
輔
員
貫

(吹
笛
上
人

・
天
狗
坊
)

[

常
陸
大
掾
百
連

-

百
丸

妙
薫
院

吉
田
少
将
行
房ヨ
松
若
丸

(吉
田
中
将
有
房
)

梅
若
丸

百
姓
弥
三
大
夫

花
子

(班
女

・
野
上
)

ー

家
臣
覊

飜

ー

(山
路
)

浪
人

[
鞠

纛

ド

三
隅
(福
原
)
大
学
農

小
春

に
せ

花
子
の
贋
実
父(贋
穢
多
の
九
之
助

・
弥
三
大
夫
の
隣
家
の
百
姓
)

人
買
い

猿
轡
の
門
兵
衛

　　
　

主
要
登
場
人
物
の
う
ち
、
「吉
田
少
将
」
「班
女

・
花
子
」
「梅
若
丸
」

「
松
若
丸
」
は
多
く
の
隅
田
川
物
に
共
通
す
る
名
だ
が
、
「吉
田
少
将

行
房
」
の

「行
房
」
の
名
と
お
家
乗

っ
取
り
を
計
る
敵
役

「常
陸
大

掾
百
連
」
の
名
は
、
近
松
の

『双
生
隅
田
川
』
に
拠
る
。
但
し
、
善

方
悪
方

に
別
れ
争
う
家
臣
達

の

「山
田
三
郎
」
「粟
津
六
郎
」
「松
井

源
五
定
景
」
と
い
う
名
は
、
『双
生
隅
田
川
』

に
は
用
い
ら
れ
て
お

ら
ず
、
説
経
浄
瑠
璃

『
す
み
だ
川
』
・
古
浄
瑠
璃

『隅
田
川
』
(加
賀

掾

・
角
太
夫
正
本
)
・
仮
名
草
子

『角
田
川
物
語
』
(明
暦
二
年
刊
)

等
に
踏
襲
さ
れ
る
名
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

C
i
s
1
>
吉
田
少
将
が
奥
州
下
向
の
途
中
、
美
濃
国
野
上
の
宿
の
遊
女

花
子

(班
女
)
と
馴
染
み
、
扇
を
取
り
交
わ
し
て
別
れ
る
。
奥
州
赴
任
の

五
年
の
間
、
毎
夜
花
子
が
吉
田
少
将
の
寝
所
へ
夜
伽
に
現
れ
る
。
任
が
果

て
帰
京
の
途
中
少
将
が
野
上
に
寄
る
と
、
花
子
は
五
年
の
間
ず
っ
と
少
将

を
慕
っ
て
魂
の
抜
け
た
よ
う
に
な
り
伏
し
て
い
た
由
。
少
将
と
再
会
し
た

途
端
、
花
子
は
正
気
に
戻
る
。
花
子
も
毎
夜
少
将
と
同
じ
夢
を
見
て
、
夢

路
に
少
将
の
許
へ
通
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
少
将
は
花
子
を
都
へ
伴
い
、

「班
女
」
と
名
を
改
め
さ
せ
寵
愛
す
る
。
少
将
の
母
が
、
遊
女
は
子
を
生

ま
ぬ
か
ら
と
の
理
由
で
、
班
女
を
吉
田
家

へ
入
れ
る
こ
と
に
反
対
。
班
女

は
北
野
天
満
宮
に
願
を
か
け
満
願
の
日
に
懐
胎
し
、
松
若
丸
を
生
む
。
晴

れ
て
班
女
は
少
将
の
正
妻
と
な
り
、
次
男
梅
若
丸
も
生
ま
れ
る
。

吉
田
少
将
と
遊
女
班
女
が
馴
染
ん
だ
が
扇
を
取
り
交
わ
し
て
別
れ
、

後
に
再
会
を
果
た
し
夫
婦
に
な
る
と
い
う

の
は
、
周
知
の
如
く
謡
曲

『班
女
』
を
嚆
矢
と
し
、
早
く
に
隅
田
川
物
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
。

隅
田
川
物
の
骨
組
み
に
当
た
る
筋
立
て
。
夫
婦
が
設
け
る
子
を
梅
若

と
松
若
の
二
子
と
す
る
の
は
、
仮
名
草
子

『角
田
川
物
語
』
が
最
初

　ア
　

と
さ
れ
て
い
る
が
、
室
町
時
代
小
説

『花
子
物
語
』
に
既
に
見
え
る
。

4m



梅
若
丸
を
北
野
天
神
の
申
し
子
と
す
る
の
は
先
行
の
隅
田
川
物
に
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
『花
子
物
語
』
と
は

一
致
す
る
。

吉
田
少
将
と
班
女
が
同
じ
夢
を
見

て
逢
瀬
を
重
ね
た
末

に
現
実

に

再
会
を
果
た
す
と
い
う
、
〈夢
中
の
逢
瀬
と
再
会
〉
と

で
も
言
う

べ

き
趣
向
は
、
木
越
氏
の
指
摘
の
通
り

『伽
婢
子
』
四
の
二
に
拠
る
。

怪
異
小
説

『伽
婢
子
』
は
隅
田
川
物
の
系
列
に
属
す
る
作
で
は
な
い
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、
其
磧
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
素
材
と
し
て
採

っ
た
の

だ

ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、
別
に
美
少
年
の
幽
霊
が
笛
を
吹
き

つ
つ
登

場
す
る
場
面
を

『伽
婢
子
』
か
ら
採

っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら

『伽
婢
子
』

の
利
用
を
思
い
立
ち
、
読
み
返
し

て
い
て
こ
の
夢
路

の

趣
向
に
行
き
当
た

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
も
、
で
は

な
ぜ
夢
路
の
趣
向
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

こ
こ
に
、
御
伽
草
子

『
秋
夜
長
物
語
』
が
影
響
し
た
可
能
性
も
あ

る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
『秋
夜
長
物
語
』

は
桂
海
律
師
と
い
う

僧
が
稚
児
に
恋
を
し
稚
児
の
死
を
き

っ
か
け
に
真
の
悟
り
を
得
る
内

容

の
稚
児
物
語
だ
が
、
山
伏

(実
は
天
狗
)
が
稚
児
を
さ
ら
う
趣
向

が
早
く
に

『
角
田
川
物
語
』
以
下
の
隅
田
川
物

に
取
り
込
ま
れ
る
な

　　
　

ど
、
隅
田
川
物
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

『秋
夜
長
物
語
』
で
桂
海
が
恋
い
焦
が
れ
る
対
象

で
結
局
桂
海
を
悟

り

に
導
く
こ
と
に
な
る
稚
児

(実
は
観
音

の
化
身
)

の
名

は
、

「梅

若
」
で
あ
る
ゆ
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の
執

筆

に
当
た

っ
て
其
磧
が
先
行
の
隅
田
川
物
や

「
梅
若
」

の
話
な
ど
を

集

あ

取
材

し

た
中

に
、

『
秋

夜

長

物

語

』

も

入

っ
て

い
た

で
あ

ろ
う

。

だ

と

す

る

と
、

『
秋

夜

長

物

語

』

中

の
、

桂

海

が

夢

で
見

た

稚

児

と

夢

と
全

く
同

じ
設

定

で
現

実

に
会

う
と

い

う
趣

向

が
通

う
と

こ
ろ

か

ら
、

『
伽

婢

子

』

四

の

二

の
利

用

を

思

い

つ
い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。
(
一
の
二

・
三
)
吉
田
少
将

の
新
た

に
設
け
た
下
屋
敷
内

の
土
中
か
ら
怪

し

い
笛

の
音
が
す

る
。
掘

っ
て
み

る
と
、
土
中
入
定
し
た
老
僧
が
笛
を
手

に
西
向
き

に
座
し
た
姿

で
現
れ
る
。
吹
笛
上
人
と
称
さ
れ
た
僧

(放
埒
故

勘
当
さ
れ
た
上
総
大
輔
員
貫
)
が
土
中
入
定
し
た
も

の
の
、
直
前

に
見
た

美
女

(実
は
班
女
)

へ
の
愛
執
が
残
り
、
土
中

で
七
年
も
往
生

で
き
ず
念

仏
を
唱
え
笛
を
吹

い
て
い
た

の
だ

っ
た
。
少
将
は
屋
敷
内

の

一
室

へ
上
げ

介
抱
し
、
上
人
は

一
心

に
念
仏
を
唱
え
る
。
自
分

に
往
生
失
敗

の
原
因
が

あ
る

こ
と
を
知

っ
た
班
女
は
、

志
賀
寺

の
上
人

の
故
事
を
思

い
出
し
、
吹

笛

上
入

に
言
葉

を
懸

け

て
妄
念

を
晴
ら
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
班

女

を
見
た
上
人

は
妄

執
を
却

っ
て
募
ら
せ
、

枕
を
交
わ
す
よ
う
迫
る
。
班

女

が
拒

む
と
、

上
人

は
天

狗
の
姿

に
豹
変
。

観
音

像

の
守
り
袋

の
た
め
班

女

に
近
付

け
ず
、
代

わ
り
に
松
若
丸
を

掴
み

「此

子
が
ほ
し
く
ば
我

に
な

び
け
。

な
び
か
ぬ
内

は
か

へ
さ
ぬ
ぞ
」

と
さ
ら

っ
て
行

く
。
跡

に
天

狗
坊

の
忘

れ
て
行

っ
た
笛

(
「楊
柳
笛
」

と
い
う
名

笛
)

が
残

っ
て
お
り
、

少

将

は
天
狗

を
招

き
寄

せ
る
よ
す

が
に
な
る
か
と
、
笛
を
梅

若
丸

に
与

え
稽

古

さ
せ
る
。

入

定

僧

が

愛

執

ゆ

え

往
生

に
失

敗

し
土

中

よ

り

掘

り
起

こ
さ

れ

る
呻
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趣
向
は
、
既
に
指
摘
の
あ
る
通
り

『金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』

一
の
二
に

拠

る
。
典
拠

で
は
土
中
か
ら
鉦
の
音
が
す
る
の
を
、
其
磧
は
笛
に
変

　　
　

え

て
い
る
。
『金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
は
隅
田
川
物

で
な

い
。

に
も
拘

わ
ら
ず
こ
こ
で
重
要
な
プ

ロ
ッ
ト
と
し
て
採
る
の
に
は
、
や
は
り
隅

田
川
物
か
ら
の
連
想
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
隅
田
川

物

の
多
く
で
、
母
が
梅
若
の
死
を
知
り
塚
に
泣
き
伏
す
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク

ス
の
場
面
、
土

の
下
か
ら
梅
若
の

「声
」
(
も
し
く
は

「念
仏

の

声
」)
が
聞
こ
え
て
来
る
。
〈土
中
よ
り
音
〉
と
い
う
重
要
な
プ

ロ
ッ

ト
が

『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
土
中
入
定
ま
で

し
な
が
ら
直
前
に
見
た
美
女

へ
の
愛
執
を
払
え
ぬ
上
人
像

に
は
、

『
秋
夜
長
物
語
』
の
主
人
公
桂
海
像

(真
の
出
離
生
死

の
道
を
究
め

よ
う
と
籠
り
行
を
し
て
、
満
願
の
夜
に
夢
に
見
た
美
し
い
稚
児
の
面

　
れ
　

影
が
以
後
離
れ
な
い
)
や
、
歌
舞
伎
の

『
藪
入
隅
田
川
』
(
宝
永
七

年
、
江
戸
森
田
座
、
絵
入
り
狂
言
本
が
残
る
)、
の
敵
役
藤
原
だ
ざ
い

の
せ
う
像

(姫

へ
の
恋
慕
の
念
を
断

っ
て
出
家
し
諸
国
を
修
行
し
た

が
、
姫
を
見
て
再
び
煩
悩
の
炎
が
燃
え
上
が
る
)
が
投
影
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
筋
立
て
を
各
典
拠
と
比
較
し
て
み
る
と
、
事
態
の
展
開
の

要
因
に

「色
恋
」
を
置

こ
う
と
す
る
、
其
磧
の
意
図
が
窺
え
る
。

『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
も

『
都
鳥
妻
恋
笛
』
も
、
土
中
入
定
の
僧
が

直
前
に
見
た
美
女

へ
の
愛
執
に
よ
り
往
生

で
き
ぬ
点
は
同
じ
だ
が
、

『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
は
入
定
が
純
粋
な
宗
教
心
か
ら
の
行
為

で
あ

る
の
に
対
し
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
」
は
入
定
自
体
色
欲
か
ら
と
変
え
て

い
る
。
即
ち
吹
笛
上
人
は
自
ら
次
の
如
く
告
白
す
る
。

と
て
も
此
世
に
な
が
ら
へ
ゐ
て
も
。
花
咲
身
に
も
あ
ら
ね
ば
。

ど

定
に
入
て
死
で
再
び
此
土
に
生
れ
か

へ
り
。
周
防
内
侍
の
や
う

な
る
艶
女
と
枕
を
な
ら
べ
て
た
の
し
ま
ん
と
。
仏
果
を
の
ぞ
ま

ず
。
人
間
に
再
生
せ
ん
事
を
胸
に
お
さ
め
て
入
定
せ
し

入
定
と
は
本
来
究
極

の
欣
求
浄
土
の
捨
身
行

で
あ
る
べ
き
な
の
に
、

こ
れ
で
は
も
と
よ
り
往
生
な
ど
果
た
せ
る
は
ず
が
な
い
。
班
女
に
再

び
ま
み
え
た
上
人
は
、
「天
狗
道

へ
お
ち

て
成
と
も
。

思
ひ
を
は
ら

さ
で
置
べ
き
や
」
と
天
狗
の
姿
と
な
る
。

土
中
で
愛
執
ゆ
え
往
生
で

き
な
か

っ
た
の
は

〈往
生
失
敗
譚
〉
だ
が
、
こ
こ
は
自
ら
天
狗
道

へ

堕
し
て
行
く

<往
生
拒
否
譚
〉
の
様
相
を
帯
び
る
。
進
ん
で
天
狗
と

な
る
趣
向
は
、
『双
生
隅
田
川
』
三
段
目

で
吉
田
の
旧
臣
淡
路
七
郎

が
切
腹
し
腸
を
掴
ん
で
投
げ
自
ら
天
狗
と
化
現
す
る
趣
向
に
拠
る
か
。

但
し
、
『
双
生
隅
田
川
』
は
知
ら
ず
に
主
君
を
殺
し
て
し
ま

っ
た
申

し
訳
に
天
狗
と
な

っ
て
主
家
を
守
ろ
う
と
す
る
の
に
対
し
、

『都
鳥

妻
恋
笛
』
は
愛
執
を
果
た
す
た
め
の
化
現

で
あ
る
。

天
狗
が
松
若
丸
を
さ
ら
う
の
は
、
近
世

の
隅
田
川
物
の
定
型
と
言

っ

て
良
い
。
誘
拐
の
理
由
に
つ
い
て
、
古
浄
瑠
璃
や

『角
田
川
物
語
』

は
自
ら
の
学
問
を
誇
る
松
若
の
慢
心
と
し
、
『
秋
夜
長
物
語
』

は
叡

ば

け

も
の

山
を
目
指
し
歩
き
疲
れ
た
松
若
が

「天
狗
夭
恠
物
な
り
と
も
、
我
等

を
取
て
比
叡
の
山
ゑ
登
せ
よ
か
し
」
と

口
に
し
た
の
を
き

っ
か
け
と

6　



ハロ
　

す
る
。
『双
生
角
田
川
』
は
、
悪
臣
達
が
比
良
山

の
大
杉
を
伐
採
し

た
祟
り
と
す
る
。
『都
鳥
妻
恋
笛
』
は
こ
れ
を
班
女
を
な
び
か
せ
る

た
あ
の
人
質
取
り
と
い
う
、
色
欲
ゆ
え
の
誘
拐

へ
変
え
て
い
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
が
前
後
す
る
が
、
班
女
が
上
人
に
ま
み
え
て
愛
執
の

念

を
滅
却
さ
せ
よ
う
と
思
い
立

つ
と
こ
ろ
で
、
志
賀
寺
の
上
人
の
故

事

を
引
く
。
諸
書
に
載
る
が
、

こ
こ
は

『太
平
記
』
巻
三
十
七
の

一

　
む
　

節

を
、
贈
答
歌
を
省
く
以
外
は
文
章
を
ほ
ぼ
忠
実
に
取

っ
て
い
る
。

但
し
、
『太
平
記
』
の
志
賀
上
人
は
京
極
の
御
息
所

の
手
を
握
り
歌

を
交
わ
し
て
愛
執

の
念
を
去

っ
た
の
に
対
し
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の

吹
笛
上
人
は
愛
執
ま
す
ま
す
募
る
形
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

さ
ら
わ
れ
た
松
若
丸

の
無
事
を
願
い
吉
田
少
将
が
祈
疇
を
頼
む

「教

誡
律
師
」

の
名
は
、
『秋
夜
長
物
語
』
の
主
人
公
桂
海
律
師
と
縁
が

　お
　

あ

ろ

う
。

(
二
の

一
ゾ

三
)
吉

田
少
将

は
子
を

さ
ら
わ
れ
た
事
を
悲
嘆

し
重
病

の
床

に
伏
す
。
少
将

の
義

理
の
叔
父

の
百
連

が
、

み
ず

ぼ
ら
し
い
な
り
の
浪
人

を
同
道

し

て
見
舞

い
に
訪

れ
る
。
浪
人

は
班
女

と
早
く
に
別

れ
た
実

父
で
、

古

主

へ
帰
参

が
叶
う
こ
と
に
な
り
拵

え
の
た
め
の
合
力

を
娘

か
ら
受

け
ら

れ
る
よ
う
、
百

連
に
仲
介

を
頼

ん
だ
と
い
う
。
浪
人

は
班
女

や
皆

と
対
面
。

少

将
平

癒
を
祈

願
す
る
代

参
か
ら
帰

っ
た
松

井
源
五
が
浪
人

を
見

て
、
浪

人
の
正
体
が
穢

多

の
九
之

助

で
あ
る
と
暴
露
し
、

屋
敷

か
ら
追

い
出

す
。

穢
れ
た
血
筋

で
は
梅
若
丸

に
家

督
は
継
が
せ
ら
れ
ぬ
と
、
百
連
は
我
が
子

百
丸

に
家
督
を
継
が
せ
よ
う
と
す
る
。
実
は
、
お
家
乗

っ
取
り
を
謀
り
百

連
と
佞
臣
松
井
源
五

の
仕
組
ん
だ

こ
と

で
あ

っ
た
。

に
せ

こ
の
巻
の
:::
111と
も
言
え
る
、
贋
実
父
を
仕
立
て
家
の
横
領
を
謀

る
趣
向
は
、
歌
舞
伎
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
悪
者
側
が
贋
者

を
仕
立
て
る
趣
向
は
、
『
出
世
隅
田
川
」

(松
井
龍
存
に
頼
ま
れ
た
須
　レ
　

藤
弥
八
が
贋
不
動
と
な
り
入
り
込
も
う
と
す
る
)
や

『都
鳥
班
女
扇
』

(享
保
五
年
、
京
沢
村
座
、
少
将
の
叔
父
松
井
源
五
が
、
少
将
没
後

お
家
横
領
を
謀
り
浪
人
を
贋
少
将
に
仕
立

て
て
帰
京
)
か
ら
の
発
想

か
。
ち
な
み
に
、
篠
原
進
氏
に
よ
る
と
こ
れ
は
晩
年
の
其
磧
の
好
ん

だ
趣
向
ら
し
く
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』
の
直
後
の

『
咲
分
五
人
熄
』
(享

保
二
十
年
刊
)

〔贋
若
殿
〕
や

『愛
護
初
冠
女
筆
始
」

(同
年
刊
)

　お
　

〔贋
姫
君
〕
に
も
用
い
て
い
る
。

実
父
が
判
明
し
た
故
に
班
女
が
窮
地
に
立

つ
の
は
、

『
藪
入
隅
田

川
』
(班
女
の
実
父
が
悪
者
藤
原
だ
ざ
い
の
せ
う
と
分
か
り
、
「
お
家

の
悪
名
を
立
て
ぬ
た
め
」
と
粟
津
六
郎
が
班
女
を
追
い
出
す
)
に
先

例
が
見
え
る
。

代
参
か
ら
帰
京
し
た
松
井
源
五
が

「当
家
の
災
難
は
家
中
の
穢
れ

が
原
因
」
と
の
神
託
が
出
た
と
報
告
す
る
。
悪
者
が
偽
り
の
神
託
を

巧
む
趣
向
は
、
歌
舞
伎
の

『早
咲
隅
田
川
』
(宝
永
二
年
、
江
戸
市

村
座
、
絵
入
り
狂
言
本
が
残
る
)
の
、
悪
心

の
継
母
が
巫
女
に
化
け

贋

の
神
託
を
告
げ
る
趣
向
に
相
通
じ
る
。

(>>ls
1
・
二
)
少
将
が
死
去
し
、
家
督
を
巡
り
百
丸
を
立
て
る
百
連

・

松
井
源
五
と
、
梅
若
丸
を
立
て
て
主
家
を
守
ろ
う
と
す
る
忠
臣
山
田
三
郎
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が
対
立
。
山
田
は
関
白
へ
百
連
達
の
悪
計
を
訴
え
る
も
の
の
、
少
将
の
実

母
妙
薫
院
が
百
連
側
に
立
つ
故
利
な
く
、
却
下
さ
れ
る
。
班
女
と
梅
若
丸

の
身
を
守
る
た
め
、
山
田
は
二
人
を
連
れ
て
落
ち
延
び
、
坂
本
辺
の
浪
人

七
浦
専
左
衛
門
を
頼
る
。
七
浦
と
梅
若
丸
の
外
出
中
、
見
知
ら
ぬ
武
士
が

駈
け
込
み
、
敵
討
ち
を
果
た
し
た
が
追
わ
れ
て
い
る
の
で
か
く
ま
っ
て
欲

し
い
旨
山
田
に
頼
む
。
山
田
は
や
む
な
く
こ
れ
を
か
く
ま
い
、
追

っ
手
の

武
士
達
と
斬
り
合
い
の
末
、
討
た
れ
て
首
を
取
ら
れ
る
。
実
は
敵
側
の
策

略
で
あ
っ
た
。
七
浦
は
班
女

・
梅
若
丸
を
連
れ
、
近
江
に
住
む
甥
の
三
隅

大
学
夫
婦
を
頼
る
。

吉
田
少
将

の
母

(班
女

に
と

っ
て
の
姑
)

の
存
在
は
、
初
期

の
隅

田
川
物

に
は
な
く
、
元
禄
末
以
来

の
歌
舞
伎

で
お
家
騒
動
の
色
彩
を

濃

く
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
設
定

で
あ
る
。
『
出

世
隅
田
川
』
・
『
け
い
せ
い
角
田
川
』
(宝
永
元
年
、
江
戸
山
村
座
、

絵
入
り
狂
言
本
が
残
る
)
・
『早
咲
隅
田
川
』
に
母
の
設
定
が
あ
る
。

特

に

『都
鳥
班
女
扇
』
は
、
少
将
の
死
後
姑
が
弟
松
井
源
五

(少
将

に
と

っ
て
叔
父
)
と
結
託
し
家
の
横
領
を
謀
る
形
で
、

『都
鳥
妻
恋

笛
』
と
設
定
が
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
歌
舞
伎
が
い
ず
れ
も
継
母
と

す

る
の
に
対
し
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の
妙
薫
院
は
少
将

の
実
母

で
あ

り
、
結
果
的
に
百
連
側
に
立

つ
に
し
ろ
兄
弟
で
結
託
し
た
と
は
描
か

れ
ず
寧
ろ
百
連
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

家
督
争
い
の
訴
訟
で
梅
若
丸
側
が
負
け
る
の
は
、
『
双
生
隅
田
川
」

で
訴
訟
の
結
果
善
側
の
言
い
分
が
認
あ
ら
れ
悪
側
が
退
け
ら
れ
る
の

を
逆
に
し
て
い
る
。

忠
臣
山
田
が
班
女

・
梅
若
丸
を
連
れ
逃

れ
る
く
だ
り
は
、
『
角
田

川
物
語
』

で
忠
臣
粟
津
六
郎
が
御
台

(梅
若

の
母
)
と
梅
若
丸
を
西

坂
本

の
知
人

の
許

へ
落
ど
す
場
面
や
、
『
都
鳥
班
女
扇
』

で
忠
臣
粟

津
六
郎
が
班
女

・
梅
若
を
連
れ
自
ら
の
屋
敷
に
逃
れ
る
場
面
を
利
用

し
た
も
の
だ
ろ
う
。

つ
つ
ら

山
田
が
駈
け
込
み
の
武
士

(実
は
贋
物
)
を
葛
籠
の
中
に
か
く
ま

い
追

っ
手
と
戦
う
の
は
、
歌
舞
伎
の

『紅
梅
隅
田
川
』

(
元
禄
十
五

年
、
江
戸
山
村
座
)
で
、
僧
の
道
心

(実

は
悪
者
の
黒
髪
皇
子
)
が

班
女
と
梅
若
を
誰
と
は
気
づ
か
ず
梅
若
を
葛
籠
に
入
れ
て
か
く
ま
い
、

追

っ
手
と
戦
う
場
面
の
流
用
か
。

三
隅
大
学
夫
婦
は
、
叔
父
の
頼
み
で
も
あ
り

「此
親
子
の
衆
を
か

く
ま
ひ
お
ふ
せ
。
世
に
も
出
し
申
さ
ば
。
我
等
夫
婦
が
末
々
の
為
に

も
宜
し
か
る
べ
し
」
と
打
算
も
あ

っ
て
班
女
達
を
丁
重
に
か
く
ま
う
。

こ
れ
は
、
説
経
浄
瑠
璃

『す
み
だ
川
』
(近
世
初
期
か
ら
語
ら
れ
て

い
た
ら
し
い
が
、
元
禄
か
ら
享
保
に
か
け

て
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る

正
本
が
数
種
残
る
)
で
、
粟
津
六
郎
が
お
じ
の
こ
ん
太
夫
夫
婦
に
頼

ん
で
、
御
台

(梅
若
の
母
)
を
か
く
ま

っ
て
も
ら
う
も
の
の
、
ご
ん

太
夫
が
御
台
に
味
方
し
て
も
得
が
な
い
と
打
算
か
ら
追
い
出
す
く
だ

り
を
逆
に
し
た
と
も
思
え
る
。
説
経
浄
瑠
璃

『
す
み
だ
川
』
の
、
班

女

・
梅
若
を
守
護
す
る
粟
津
六
郎
が
敵
側

に
討
た
れ
首
を
取
ら
れ
る

く
だ
り
も
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
に
採
ら
れ

て
い
る
。
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(三

の
三

・
四

の

一
)
七
浦
専
左
衛
門
が
班
女

に
恋
慕
し
、
思

い
を
晴
ら

せ
な

い
な
ら
梅
若
丸
と
も
ど
も
殺
す
と
迫
る
。
そ

の
場
逃
れ
を
言
う
班
女

に
、
専
左
衛
門
が
抱
き
付
く
。

梅
若
丸
が
目
撃
し
、
不
義
を
す
る
よ
う
な

二
人
は
頼
り
甲
斐
が
な

い
と
見
限
り
、
奥
州

の
忠

臣
粟
津
三
郎

を
尋
ね
ん

と

一
人
密
か

に
家
を
出
る
。
梅

若
丸

の
出
奔

を
知

っ
た
大

学
が
追

い
か
け

よ
う
と
す
る

の
を
、

専
左
衛
門

が
引
き
止

め
る
。
専
左
衛

門
は
、
甥
大
学

が
敵
側

に
寝

返

っ
た
と
誤
解

し
、
甥

の
恥

を
表

さ
ず
班
女

達
を
出
奔

さ
せ

助

け
る
た
め
、

偽
り
の
恋
慕
を
仕
掛

け
た

の
だ
と
明
か
す
。
専
左
衛

門
と

大

学
は
急
ぎ
梅

若
丸

を
追

う
。

偽

り

の
恋

慕

の
趣

向

は
、

歌

舞

伎

か

ら
採

っ
た

も

の
だ

ろ

う
。

周

知

の
如

く
歌

舞

伎

で
は

心

な

ら

ず

の
懸

想

や
愛

想

尽

か

し

の
趣

向

が

多

用

さ

れ
、

先

行

の
隅

田

川
狂

言

で
も

『
紅

梅

隅

田

川
」

と

『
け

い

せ

い
角

田

川
』

に
忠

臣

が

お
家

の

た

め
偽

り

の
懸

想

を
仕

掛

け

る
趣

向

が
使

わ

れ

て
い

る
。

最

も
注

目

す

べ
き

は

『
都

鳥

班

女

扇

』

の
、

次

の
筋

立

て

で
あ

る
。

西
坂
本

の
百
姓
安
太
夫
夫
婦

は
、
班
女
を
か

く
ま

っ
て
い
る
。
当
家

の
息

子

や
そ
五
郎

(役
者
替
名
と
挿
絵

で
は

「
弥
兵
衛
」
)
が
班
女

に
恋
慕

し
、

意

に
従

わ
ね
ば
殺
す
と
迫

る
。
妹
娘
お
く
ま
が
兄
か
ら
守

ろ
う
と
班
女
を

連
れ
出
す
。
班
女

の
い
な

い
こ
と

に
気
づ

い
た
や
そ
五
郎

が
駆

け
出
す

の

を
母
が
引
き
止
め
、

や
そ
五
郎

は
母
を
刺
し
殺
し
父
を
も
傷

つ
け

る
。
お

く
ま
と
班
女

に
追

い
付

い
た
や

そ
五
郎

は
、
親
達
が
敵
側

に
内
通
し

て
い

る
の
を
知

っ
た
故

の
偽
り

の
懸
想

で
あ

っ
た

こ
と
を
明
か
す
。

設
定
が
よ
く
似
て
お
り
、
『都
鳥
妻
恋
笛
」

へ
の
影
響
が
大
き
い
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
忠
義

の
た
め
の
親
殺

し
は
、
『
都
鳥

妻
恋
笛
』

に
採
ら
れ
て
い
な
い
。
悲
劇
性
を
除
い
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、
梅
若
丸
が
自
ら
家
出
を
す
る
趣
向
は
、

『
双
生
隅
田
川
』

と
共
通
す
る
が
、
『双
生
隅
田
川
』
は
父

の
勘
気
を
恐
れ
て
の
こ
と

だ

っ
た
の
に
対
し
、
『都
鳥
妻
恋
笛
」
で
は
母

の
不
義
現
場

の
目
撃

と
い
う
、
や
は
り
色
が
原
因
に
な

っ
て
い
る
。
母
を
残
し
て
家
出
し

嘆
か
せ
る
筋
立

て
は
、
西
沢

一
風
の
浮
世
草
子

『女
大
名
丹
前
能
」

(元
禄
十
五
年
刊
、
各
章
に
謡
曲
を
付
会
し
た
作
)
中

の
謡
曲

『
隅

田
川
』
を
や

つ
す
章
に
も
通
う
点
が
あ
る
。
五
の

一
「面
影
わ
た
る

角
田
川
」
が
そ
れ
で
、
重
病
の
母
と
暮
ら
す
妹
娘
が
、
遠
く
で
遊
女

勤
め
す
る
姉
を
迎
え
に
、
母
の
引
き
止
め
る
の
を
聞
か
ず
拙

て
行
く
。

母
は
悲
嘆
し
食
を
断
ち
死
の
う
と
ま
で
す

る
。
同
じ
隅
田
川
物
の
や

つ
し
で
あ
る
上
、

〔兄
弟
の
下
の
方
が
母

の
許
可
な
く
家
出
し
、
残

っ

た
母
が
慨
嘆
〕
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
が
共
通

し
、
其
磧
が
参
照
し
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

(四
の
二
)
梅
若
丸
を
探
す
専
左
衛
門
と
大
学
は
、
隅
田
川
の
渡
し
舟
に

乗
る
。
渡
し
守
の
懴
悔
話
か
ら
、
悪
者
達
と
結
託
し
た
贋
実
父
だ
と
分
か

る
。
口
封
じ
に
殺
さ
れ
か
か

っ
た
と
こ
ろ
を
か
ろ
う
じ
て
逃
れ
、・

東
下
し
て
渡
し
守
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
舟
に
笛
の
音
が
聞
こ
え
、

渡
し
守
は
話
を
続
け
る
。
(以
下
渡
し
守
の
語
り
)
浅
草
の
野
中
に

一
軒
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家
が
あ
り
、
姥
と
娘
が
住
ん

で
い
た
。
常
々
旅

人
を
泊

あ

て
は
石

で
殺

し

衣
装
を
奪

っ
た
。
あ
る
旅
人
が
宿
を
借
り
よ
う
と
し
た
時

に
、
笛
の
音

と

用
心
を
促
す
内
容

の
和
歌
が
聞

こ
え
る
。
お
蔭

で
旅

人
は
危
機
を
脱
す
る

こ
と
が

で
き
た
。
笛

の
音
は
、
旅
人

の
日
頃
信

ず
る
観

音

の
助
け
だ

っ
た
。

さ
る
ぐ
つ
わ

そ

の

一
軒
家

に
、
猿
轡

の
門
兵
衛
と
い
う
性
悪

な
人
買

い
が
婿
入

り
し
、

商
売

の
実
入
り
が
悪

い
の
を
強
欲
な
姑

に
責
め
ら
れ
る
。

闇
夜
に
斬
取

り

を
思

い
立
ち
、
通
り
が
か
り

の
者
を
殺
し

て
荷

を
奪

っ
た
と
こ
ろ
、
相
手

や
も
め

は
何
と
姑
で
あ
っ
た
。
家
に
い
ら
れ
な
く
な
り
寡
暮
ら
し
に
な
っ
た
門
兵

衛
は
、
梅
若
丸
を
か
ど
わ
か
し
佐
渡

へ
売
り
飛
ば
そ
う
と
す
る
。
抵
抗
す

る
梅
若
丸
を
門
兵
衛
が
打
ち
た
た
く
。
弱
っ
た
梅
若
丸
は
、
自
分
を
埋
め

目
印
に
柳
を
植
え
て
欲
し
い
旨
言
い
残
し
て
死
ぬ
。

悪
人
が
渡
し
守
と
な

っ
た
舟
に
忠
臣
達
が
乗
り
合
わ
せ
悪
を
懲
ら

し
め
る
趣
向
は
、
『紅
梅
隅
田
川
』
に
前
例
が
あ
る
。

一
つ
家
伝
説

は
地
誌

『増
補
江
戸
咄
』
(元
禄
七
年
刊
)
が
直
接
の
典
拠
と
思
わ

れ
、
隅
田
川
沿
い
と
い
う
地
縁
の
み
な
ら
ず

「笛
」
が
伝
説
の
核

に

　あ
　

な

っ
て
い
る
点
で
も

『都
鳥
妻
恋
笛
』
と
繋
が
る
。
梅
若
丸
が
離
島

に
売
ら
れ
る
こ
と
を
拒
み
折
檻
さ
れ
、
介
抱
を
受
け

一
旦
は
息
を
吹

き
返
し
な
が
ら
も
死
去
す
る
く
だ
り
は
、
『
双
生
隅
田
川
』
と
同
じ
。

忠
臣
粟
津
六
郎
が
人
買
い
を
斬
り
主
君
の
仇
を
討

つ
の
は
、
古
浄

瑠
璃

『隅
田
川
』
よ
り
採
る
。
但
し
古
浄
瑠
璃
が
仇
と
知

っ
て
討
ち

果

た
す
の
に
対
し
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

で
は
仇
と
知
ら
ず
に
討

っ
て

後

か
ら
主
君
の
仇
と
分
か
る
形
に
な

っ
て
い
る
。

人
買

い
の

「猿
轡

の
門
兵
衛
」
の
名
は
、
『
角
田
川
物
語
』

で
人

買
い
が
梅
若
丸

に

「
さ
る
ぐ

つ
わ
を
は
ま
せ
」
と
二
度
も
出
て
来
る

こ
と
に
拠
る
の
だ
ろ
う
が
、
人
買
い
の
人
物
像
に
注
目
し
た
い
。
歌

あ
い
き
や
う

舞
伎

の
隅
田
川
物

『出
世
隅
田
川
』
・
『早
咲
隅
田
川
』
・
『愛
兄
隅
田

川
』
(宝
永
五
年
、
江
戸
市
村
座
)
・
『
隅
田
川
』
(宝
永
六
年
、
京
万

太
夫
座
、
正
式
外
題
不
明
)

で
は
い
ず
れ
も
吉
田
家
の
旧
臣
が
主
君

と
は
知
ら
ず
梅
若
丸
を
殺
し
て
し
ま
う
趣
向
を
と
り
、
そ
れ
ら
を
集

大
成
し
た
と
さ
れ
る

『
双
生
隅
田
川
』
の
人
買
い
猿
島
惣
太
も
同
様

で
あ
る
。
『双
生
隅
田
川
』
と
そ
れ
に
至

る
演
劇

の
隅
田
川
物
を
論

ず
る
場
合
、
従
来
人
買
い
像
に
着
目
し
、
忠
臣
が
主
君
を
殺
し
て
し

ま
う
運
命

の
い
た
ず
ら
や
自
責
の
念
に
責
め
ら
れ
る
内
面
の
苦
悩
と

　
り
　

い
っ
た
悲
劇
性
に
、
焦
点
が
当

て
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
其

磧
は
そ
れ
を
採
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
典

拠
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る

(
A
)
『都
鳥
班
女
扇
』

の
や
そ
五
郎
の
親
殺
し

・
(
B
)
『
双
生
隅
田

川
』
な
ど
の
人
買
い
の
梅
若
殺
し
と
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の

(
C
)

人
買

い
門
兵
衛

の
親
殺
し

・
(
D
)
人
買

い
門
兵
衛
の
梅
若
丸
殺
し

・

(
E
)
粟
津
六
郎
の
門
兵
衛
殺
し
と
い
う
、
対
応
す

る
場
面
の
殺
人

同
士
を
比
較
し
て
み
た
い
。

〔A

・
義
理

ゆ
え
に
実

の
親
を
殺
す
〕

〔B

・
忠
臣
が
知
ら
ず
に
主
君
を
殺
し
て
し
ま
う
〕
と
い
う
悲
劇
を
、

其
磧
は

〔C

・
悪
人

が
知
ら
ず
に
極
悪
人

で
あ
る
義
母
を
殺
す
〕

〔D

・
吉
田
家
と
無
縁

の
悪
人

が
誰

と

は
知

ら
ず
梅
若
丸

を
殺

す
〕
・
〔E

・
忠
臣
が
知
ら
ず
に
主
人

の
仇
を
討

つ
〕
と
い
う
形
に
作
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り
替
え
て
い
る
。
梅
若
殺
し
を

(
B
)
か
ら
隅
田
川
伝
承
の
古
い
形

の

(D
)
に
戻
し
、
(A
)
・
(B
)
の
親
殺
し

・
主
君

の
仇
討
ち

・

誰

と
は
知
ら
ず
討

つ
点
を
、
(C
)
(
E
)
に
作
り
替
え
て
い
る
。
改

変
後
は
殺
さ
れ
て
も
自
業
自
得

・
討

っ
て
当
然
の
形
で
あ
り
、
誰
か

知

ら
ず
に
殺
す
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
決
し
て

悲
劇
に
な
ら
な
い
。
其
磧
は

(
D
)
の
梅
若
伝
承
の
根
幹
の
悲
劇
の

み
を
残
し
、
歌
舞
伎

・
浄
瑠
璃
が
隅
田
川
物
に
加
味
し
た
運
命
劇

・

内
面
劇
と
し
て
の
悲
劇
性
を
除
い
て
い
る
。
深
刻
過
ぎ
る
要
素
は
、

其
磧
の
浮
世
草
子
に
は
採
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

(四
の
三
)
専
左
衛
門
と
大
学
は
渡
し
守
を
捕
ら
え
、
味
方
に
付
け
る
。

近
在
の
者
達
が
梅
若
丸
を
塚
に
葬
り
、
粟
津
は
縁
の
者
の
尋
ね
来
る
便
り

と
す
る
た
め
笛
を
吹
く
。

一
方
、
班
女
は
梅
若
丸
を
慕
っ
て
さ
ま
よ
い
隅

田
川
沿
い
に
至
る
。
深
夜
に
笛
を
吹
く
少
年

(実
は
姿
を
変
え
た
梅
若
丸

の
幽
霊
)
が
現
れ
、
班
女
を
自
邸
に
案
内
し
宿
を
貸
す
。
ま
ど
ろ
ん
だ
班

女
の
夢
に
梅
若
丸
が
元
の
姿
で
現
れ
、
自
分
の
死
や
前
世
か
ら
の
因
縁
を

母
に
告
げ
て
消
え
る
。
班
女
が
目
覚
め
る
と
、
屋
敷
は
な
く
て
塚
の
前
。

班
女
は
泣
き
崩
れ
る
。

梅
若
丸

の
霊
と
母
と
の
再
会
は
梅
若
伝
説

の
中
心
と
な
る
場
面
だ

が
、
既
に
指
摘

の
あ
る
よ
う
に
怪
異
小
説

『伽
婢
子
』
八
の
四
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
笛

の
音
と
と
も
に
現
れ
た
美
少
年
に

誘
わ
れ

一
夜
を
明
か
し
後

に
幽
霊
と
分
か
る
趣
向
は
、
御
伽
草
子

『
幻
夢
物
語
』
や
怪
異
小
説

『曽
呂
利
物
語
』
(寛
文
三
年
刊
)
・
『諸

国
百
物
語
』
(延
宝
五
年
刊
)
、
浮
世
草
子

『好
色
五
人
女
』

(貞
享

　　
　

三
年
刊
)
な
ど
に
も
見
え
る
。
既
に
あ
る
程
度
類
型
化
し
て
い
た
趣

向
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
箇
所
か
文
辞
の

一
致
も
見
ら
れ
木
越
氏
の

指
摘
の
通
り

『伽
婢
子
』
が
直
接
の
典
拠

で
あ
り
、
場
面
構
成
も
大

き
く
こ
れ
に
拠

っ
て
い
る
。
ま
た
、
梅
若
丸
の
霊
が
庵

へ
母
を
い
ざ

な
い
宿
を
貸
し
、
寝
入

っ
た
母

へ
自
己
の
死
を
告
げ
る
場
面
に
、
歌

舞
伎
の

『出
世
隅
田
川
』
が
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
木

越
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

(五
の
一
)
梅
若
丸
の
塚
で
粟
津
六
郎
・
専
左
衛
門

・
大
学
と
班
女
が
再

会
。
皆
が
梅
若
丸
死
去
の
い
き
さ
つ
を
知
る
。
松
若
丸
を
取
り
戻
す
た
め
、

班
女
は
自
ら
言
い
出
し
て
遊
女
に
再
び
身
を
沈
め
、
天
狗
坊
を
お
び
き
寄

せ
る
。
吉
原
扇
屋
の
太
夫
野
上
と
な
っ
た
班
女
の
許
に
、
早
速
客
と
し
て

天
狗
坊
が
現
れ
る
。
班
女
が
な
び
く
ふ
り
を
し
て
、
天
狗
坊
は
松
若
丸
を

返
す
。
い
よ
い
よ
床
入
り
と
い
う
段
に
な
り
寝
所
に
入
る
と
、
何
と
班
女

は
髪
を
お
ろ
し
出
家
姿
に
変
貌
し
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
や
い
な
や
天
狗

坊
は
愛
執
の
念
が
去
り
一
瞬
に
白
骨
と
化
す
9

班
女
が
自
ら
進
ん
で
遊
女
の
身
に
沈
む
趣
向
は
、
歌
舞
伎
に
あ
り

が
ち
の
趣
向
で
、
隅
田
川
物
で
は

『
け
い
せ
い
角
田
川
』
の
筋
立
て

(班
女
を
請
け
出
す
工
面
の
た
め
山
田
三
郎
が
女
房
お
し
げ
を
売
り
、

お
し
げ
は
遊
女
と
な
り

「今
班
女
」
と
名
乗
る
。
そ
の
娘
花
子
は
母

を
助
け
る
金
を
工
面
し
よ
う
と
自
ら
遊
女

に
身
を
沈
め
る
)
が
ヒ
ン

ト
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
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天
狗
が
松
若
丸
を
返
す
の
は
、
既
存
の
隅
田
川
物
の
定
型
を
踏
む
。

但

七
、
梅
若
丸
を
返
す
理
由
は
先
行
作
と
異
な

っ
て
い
る
。
説
経
浄

瑠
璃
や
古
浄
瑠
璃

で
は
天
狗
が
粟
津
六
郎
の
忠
心
を
愛

で
て
返
す
。

『
角
田
川
物
語
』
は
、
仏
の
加
護
に
よ

っ
て
。
『
双
生
隅
田
川
』
は
、

旧
臣
の
自
ら
化
現
し
た
天
狗
が
、
主
殺
し
の
罪
滅
ぼ
し
と
主
家
安
泰

の
た
め
。

一
方
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
の
天
狗
坊
は
、
「心
に
だ
に
し
た

が
ふ
て
給
は
ら
ば
。
人
質
に
是
迄
留
置
し
松
若
丸
を
戻
し
申
さ
ん
」

と
、
あ
く
ま
で
色
の
た
め
の
取
引
材
料
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、

筋

の
展
開
の
要
因
に

「色
」
を
据
え
よ
う
と
す
る
、
其
磧
の
意
図
が

窺

え
る
。

天
狗
が

一
瞬
に
妄
執
を
去
り
白
骨
と
化
す
場
は
、
前
出
の

『金
玉

ね
ぢ
ぶ
く
さ
』

一
の
二
に
拠
る
。
但
し
、
『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』

の

入
定
僧
は
執
す
る
対
象
が
既
に
死
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
い
た
途
端
に

愛
執
を
去

っ
て
白
骨
化
す
る
の
を
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

は
執
す
る
対

象

の
出
家
姿
を
見
た
途
端
と
い
う
ふ
う
に
、
よ
り
視
覚
的
で
印
象
的

な
形
に
変
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
『
秋
夜
長
物
語
』

の
桂
海
が
恋

慕
す
る
梅
若
の
死
を
き

っ
か
け
に
真
の
悟
り
に
至
る
く
だ
り
や
、
隅

田
川
伝
説
と
し
て
旧
来
伝
わ

っ
て
い
た
梅
若
母
の
顛
末

〔木
母
寺
で

梅
若
の
後
世
を
弔

っ
て
い
た
が
、
鏡
が
池
に
映

っ
た
自
分
の
や

つ
れ

　　
　

た
出
家
姿
を
見
て

一
瞬
に
悟
り
入
水
〕
が
投
影
し
て
い
よ
う
。

(五
の
二
・
三
)
班
女
は
隅
田
川
沿
い
に
庵
を
建
て
、
夫
と
梅
若
丸
の
菩

提
を
弔
う
。
粟
津
六
郎
と
専
左
衛
門
は
松
若
丸
を
守
護
し
上
京
。
渡
し
守

を
証
人
に
百
連
の
悪
行
を
関
白
へ
訴
え
、
松
若
丸
に
家
督
相
続
が
許
さ
れ

る
。
松
若
丸
達
は
自
力
で
百
連
ら
を
討
と
う
と
志
し
、
松
若
丸
は
草
紙
売

り
に
身
を
や
つ
し
て
百
連
の
館
に
潜
入
。
百
連
に
仕
え
る
妾
の
山
路
に
正

体
を
見
顕
さ
れ
る
が
、
実
は
山
路
は
山
田
三
郎
の
娘
し
の
ぶ
で
、
父
の
仇

を
討
つ
た
め
妾
奉
公
を
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
本
心
を
見
極
め
た
上
で
二

人
は
協
力
を
誓
う
。
百
連
と
松
井
源
五
は
悪
者
同
士
で
仲
違
い
し
、
山
路

は
主
人
百
連
を
守
る
体
で
松
井
を
斬
り
、
父
の
仇
を
討
つ
。
吉
田
の
忠
臣

達
が
松
若
丸
の
許
に
集
ま
り
、
百
連
館
に
討
ち
入
っ
て
攻
め
滅
ぼ
す
。
吉

田
家
は
栄
え
る
。

粟
津
六
郎
が
松
若
丸
を
守
護
し
上
京
後

お
上
に
訴
え
正
嫡
と
認
め

ら
れ
る
く
だ
り
は
、
『
角
田
川
物
語
』
か
ら
採

っ
た
も

の
。
身
を
や

つ
し
敵
地
に
潜
入
す
る
趣
向
は
、
『
双
生
隅
田
川
』

で
班
女
と
唐
糸

が
花
火
売
り
に
身
を
や

つ
し
て
百
連
の
宴
席
に
潜
入
す
る
趣
向
を
改

変
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
敵
状
を
探
る
松
若
丸
が
春
雨
に
遭
い
雨
宿
り

す
る
の
を
、
百
連
の
妾
達
が
見

つ
け
て
見

と
れ
る
。
こ
の
場
面
は
、

『
秋
夜
長
物
語
』
で
桂
海
が
春
雨
の
中
雨
宿
り
を
し
て
い
て
、
恋
し

い
稚
児
梅
若
の
姿
を
見

つ
け
る
場
面
と
通

い
合
う
。
劉

山
路
が
松
井
源
五
に
な
び
い
た
と
見
せ
て
油
断
さ
せ
、
松
井
の
刀

を
抜
い
て
斬
り
つ
け
る
趣
向
は
、
歌
舞
伎

の

『
班
女
が
扇
』
(
享
保

元
年
、
京
大
和
山
座
)
や

『銘
剣
隅
田
川
』
(享
保
二
年
、
江
戸
森

　
れ
　

田
座
)
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
歌
舞
伎
の
隅
田
川
物
で
好

　
れ
　

ま
れ
た
ら
し
い
女
武
道
を
、
こ
こ
に
取
り
込
ん
だ
と
も
思
え
る
。
な
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お
、
山
路
の
名
は
享
保
八
年
に
実
際
に
あ

っ
た
ら
し
い
女
の
敵
討
ち

　お
　

の
討
手
の
名
を
採
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
長
々
と
先
行
の
隅
田
川
物
と
の
関
係
を
見
て
き
た
。
本
作

が
特
定
の
作
に
寄
り
か
か
る
の
で
な
く
、
従
来
見
落
と
さ
れ
て
い
た

上
方
歌
舞
伎
を
含
め
、
い
か
に
多
く
の
隅
田
川
物
の
諸
作
を
糾
合
す

る
形
で
書
か
れ
て
い
た
か
了
解
さ
れ
よ
う
。

一
方

で
採
ら
な
い
要
素

も
あ

っ
た
。
歌
舞
伎
の
隅
田
川
物
に
見
ら
れ
る
深
刻
な
愁
嘆
場
は
そ

の
ま
ま
採
ら
ず
、
そ
の
悲
劇
性
を
大
き
く
薄
め
る
改
変
を
施
し
て
利

用
し
て
い
る
。

三

笛
、
お
よ
び
賤
民

『都
鳥
妻
恋
笛
』
の
中
の
、
笛
と
賤
民
の
モ
チ
ー
フ
に

つ
い
て
考

え

て
み
た
い
。
特
に
笛
は
、
作
品
名
に
わ
ざ
わ
ざ

「笛
」
と
出
す
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。
本
作
は
名
笛
物
語
と
い
う

性
格
も
帯
び
て
お
り
、
笛
に
関
す
る
顛
末
の
み
を
拾
い
上
げ
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

名
笛
の
名
は

「楊
柳
笛
」。
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
と
水
辺
に
出
て
、

川
上
よ
り
こ
の
笛
が
流
れ
来
る
の
を
拾
う
。
音
律
に
通
じ
る
玄
宗
は
こ
の

笛
で
楊
貴
妃
に
美
曲
を
教
え
、
こ
の
笛
を
吹
く
時
は
必
ず
柳
の
葉
が
散
り

く
う
で
ん

乱

れ
た
。
笛

の
名
人

隅
田
が
玄
宗

よ
り
下
賜

さ
れ
た
が
、
遣
唐
使

で
入
唐

し
た
福
原
掃
部

頭
貞
厚

が
隅
田

に
秘
曲

を
習

い

こ
の
笛
も
授
か
る
。

以
後

代
々
楽
人
を
勤

め
る
福
原
家

の
家

宝
と
し

て
伝
わ
る
。
と
こ
ろ
が
貞
厚

の

子
孫
福
原
木
工
頭
を
闇
討

ち

に
し

て
、

上
総

大
輔

員
貫

(
天
狗
坊
)

が
笛

を
奪
う
。
松
若
丸
を
掴
み
飛
び
去

っ
た
跡
に
笛
が
残

さ
れ
、
吉

田
少
将

は

梅
若
丸

に
与
え

て
吹

か
せ
る
。
梅

若
丸

達
が
頼

っ
た
三
隅
大
学

(福
原
木

工
頭

の
遺

子
)

が
、
梅
若
丸

の
持

つ
楊
柳
笛

を
見

つ
け
、
少
将

よ
り
梅
若

丸

が
授
か

っ
た
こ
と
を
聞

き
出
す
。
少
将
を
親

の
仇

と
思

い
込

ん
だ
大
学

は
、
笛
を
取

り
戻

し
て
家
を
再
興

し
親

の
仇

も
討

と
う
と

一
時
期
梅
若
丸

を
狙

う

(す

ぐ
に
誤
解

は
解

け
る
)
。

と
こ
ろ
で
唐

の
隅
田

は
下
賜

の
名

笛
を
許

し
も
な

く
日
本

へ
渡

し
た
咎

で
、

斬
首

さ

れ
地
獄

へ
堕

ち

る
。

「都
卒

の
内
院
」

の
儀
式

で
笛

の
役
が
不
足

し
、
娑

婆

へ
再
生

し
楊

柳
笛

を
取

っ
て
来

て

「万
秋
楽
」

の
笛

の
役
を
務
め

た
ら
地
獄

か
ら
救

っ
て
や

る
と

い
う
仏
勅
を
受

け
る
。

こ
う
し

て
梅
若
丸
と

し
て
日
本

に
生
を
受

け

く
う
で
ん

た
が
、
前
世

の
名

「
隅

田
」
と
同

じ
名

の
隅

田
川

で
死

ぬ
こ
と

に
な

っ
た
。

笛

の
持

ち

主

が
転

々
と

し
、

笛

は

そ

れ

ぞ

れ

の
場

で
重

要

な

舞

台

廻

　
　
　

し
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
「
隅
田
」
故
隅
田
川

で
死

ぬ
と
い
う

　
が
　

く
だ
り
な
ど
は

「
や
や
こ
じ
つ
け
す
ぎ
の
感
は
免
れ
な
い
」
が
、
土

中
の
入
定
僧
の
鉦
を
笛
に
変
え
た
り
、
笛

の
音
が
旅
人
を
救
う

一
つ

家
伝
説
を
組
み
入
れ
た
り
、
梅
若
丸
の
霊

の
現
れ
る
よ
す
が
の
念
仏

を
笛
に
変
え
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
全
体
を

「
笛
」

の
モ

チ
ー
フ
で

一
貫
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
者
の
強
い
意
図
を
み
て
と
る
こ

(25
)

と
が
で
き
る
」
。

木
越
氏
は
、
笛
の
モ
チ
ー
フ
が
本
来
隅
田
川
物
に
な
い
要
素
で
あ

り
、
典
拠
と
し
た

『伽
婢
子
』
八
の
四

(
11
美
少
年
の
霊
が
笛
を
吹
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き
現
れ
る
話
)
が
ヒ
ン
ト
に
な

っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
確
か
に
、

其
磧
の
時
代
物
は
時
と
し
て
全
く
無
関
係
な
も
の
を
連
想
に
よ
っ
て

お
　

導
入
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
だ
が
、
本
作
の
笛
に

関
し
て
言
え
ば
、
隅
田
川
物
と
無
関
係
と
は
言
い
難
く
、
其
磧
が
隅

田
川
物
の
素
材
を
集
め
る
中
で
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
創
作
の
モ

チ
ー
フ
の

一
つ
と
な

っ
た
可
能
性
が
あ
る
ρ

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
謡
曲

『笛
物
狂
』
で
あ
る
。
梗
概
は

以
下
の
通
り
。

少
年
松
若
が
父
に
よ
り
山
寺
に
や
ら
れ
る
が
、
学
問
せ
ず
笛
ば
か
り
好
む

と
い
う
の
で
、
勘
当
さ
れ
諸
国
を
巡
る
。
親
は
子
を
想
い
物
狂
い
の
様
に

な
り
、
信
濃
川
の
渡
し
に
至
る
。
た
ま
た
ま
同
船
し
た
松
若
が
吹
く
笛
の

音
に
父
が
気
づ
き
、
め
で
た
く
親
子
の
再
会
が
叶
う
。

『
笛
物
狂
』
は

『丹
後
物
狂
』
の
古
曲
と
さ
れ
る
。
『
笛
物
狂
』

が

謡
曲

『
隅
田
川
』
成
立
時
か
ら
隅
田
川
物
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と

　
れ
　

い
ヶ
指
摘
が
あ
る
。
謡
曲
の
系
統
に
其
磧
が
ど
れ
だ
け
通
じ
て
い
た

か
不
明
だ
が
、
「松
若
」
の
名
や
、
子
を
慕
う
物
狂
い
と
い
う
主
題
、

渡

し
場
で
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
等
の

『隅
田
川
』
と
の
共
通
点
か
ら
、

其
磧
の
取
材
対
象
に
入

っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
だ
と
す
る
と
、

『都
鳥
妻
恋
笛
』
で
梅
若
丸
の
幽
霊
が
笛
の
音
と
と
も
に
登
場
す
る

趣
向
が
、
『笛
物
狂
』
の
笛
が
親
子
再
会
を
も
た
ら
す
趣
向
に
ヒ
ン

ト
を
得
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
で
少
将
が
梅
若
丸

に
笛
を
与

え
吹
か
せ

る

の
は
、
『笛
物
狂
』
で
父
が
松
若
の
笛
好
き
を
怒
り
勘
当
す
る
設

定
を
逆
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

隅
田
川
物
が
業
平
伝
説
を
介
し
て
、
笛
と
繋
が

っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
業
平
が
東
下
り
伝
承
に
よ
り
隅
田
川
と
縁
深
い
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
し
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
の

「都
鳥
」
「妻
恋
」
の
語
自
体

が

『伊
勢
物
語
』
の
東
下
り
の
段
を
想
起
さ
せ
る
。
業
平
と
笛
を
結

び

つ
け
る
も
の
に

『神
道
集
』
四
の
十
八

・
御
伽
草
子

『青
葉
の
笛

の
物
語
』
な
ど
が
あ
る
。
御
伽
草
子
の
方

の
梗
概
を
引
く
。

内
裏
近
く
に
毎
夜
美
し
い
笛
の
音
が
聞
こ
え
、
業
平
が
笛
の
主
を
捜
し
出

し
て
来
る
旨
の
宣
旨
を
受
け
る
。
業
平
は
自
身
も
笛
を
奏
で
つ
つ
笛
の
音

を
追
い
、
笛
の
主
で
あ
る
稚
児
に
仙
境
に
導
か
れ
、
名
笛

「青
葉
笛
」
を

授
か
る
。
業
平
は
こ
れ
を
天
皇
に
献
上
し
、
立
身
を
続
け
る
。

夜
中
に
笛
を
吹
い
て
現
れ
る
美
し
い
美
少
年
像
は
、
中
世
に
流
行
し

た
稚
児
物
に
見
ら
れ
が
ち
と
は
言
え
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の
梅
若
丸

の
幽
霊
と
通
い
合
う
。

木
母
寺
の

『梅
若
権
現
御
縁
起
』
(延
宝
七
年

の
年
記
あ
り
)

に

は
、
梅
若
丸
が
月
林
寺
と
東
門
院
の
闘
諍

の
さ
な
か
寺
を
抜
け
出
す

際
に
笛
を
忘
れ
、
こ
れ
を
惜
し
ん
で
わ
ざ

わ
ざ
家
来
に
取
り
に
行
か

せ
る

(
そ
の
結
果
家
来
は
敵
に
討
た
れ
、
梅
若
丸
は

一
人
さ
ま
よ

っ

て
人
買
い
に
さ
ら
わ
れ
る
憂
き
目
を
見
る
)
記
述
が
あ
る
。
巻
子
本

の
写
本

で
、
其
磧
が
目
に
し
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
隅
田
川
伝
承

と
笛
が
早
い
段
階
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
証
左
と
は
な
ろ
う
。

も
う

一
つ
、
賤
民
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
。
班
女

の
実
父
を

「穢
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多
」
に
仕
立

て
る
謀
略
が
班
女
達
を
窮
地
に
陥
ら
せ
る
わ
け
だ
が
、

賤

民
の
モ
チ
ー
フ
は
本
来
の
隅
田
川
物
に
備
わ

っ
て
い
た
訳
で
な
い
。

其
磧
が
直
接
ヒ
ン
ト
に
し
た
の
は
、
『
双
生
隅
田
川
』

三
段
目
白
洲

の
場

で
大
掾
が
班
女
を
な
じ
る

「
あ
の
女
は
元
美
濃
の
国
野
上
の
宿

の
傾
城
。
乞
食
非
人
の
娘
も
知
れ
ず
。
万
人
に
枕
を
並
べ
身
の
汚
た

ゑ
　

る
女
」
と
い
う
セ
リ
フ
や
、
上
方
歌
舞
伎
の

『
隅
田
川
』

(享
保
八

年
、
京
榊
山
座
)
の
乞
食
の
趣
向
だ
ろ
う
。

た
だ
、
先
行
の
江
戸
歌
舞
伎
や

『
双
生
隅
田
川
』
で
勇
ま
し
い
女

　　
　

武
道
を
見
せ
る
班
女
が
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

で
は
そ
の
よ
う
な
活
躍

を
せ
ず
殊
更
に
卑
し
い
出
自
と
貶
め
ら
れ
憂
き
目
を
見
て
い
る
。
こ

う
し
た
班
女

の

〈負
〉
の
イ
メ
ー
ジ
の
背
景
と
ま
で
言
え
る
か
ど
うあ
　

か
は
別
と
し
て
、
京
都
繁
昌
神
社

(別
名
班
女
神
社
)
の
班
女
伝
承

や
、
古
来

「班
女
」
の
名
が
捨
て
ら
れ
た
女
の
代
名
詞
の
よ
う
に
使

ら

　
　

　

わ
れ
て
い
た
こ
と
、
隅
田
川
伝
説
の
伝
播
に
穢
多
村
等
に
属
す
る
芸

　　
　

能

民
が
関
わ

っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
気
に
な
る
。
ち
な
み
に

班
女
塚

の
伝
承
に

つ
い
て
は
、
井
上
頼
寿
氏
の

『改
訂
京
都
民
俗
志
』

「井
」
の
部
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

繁
昌
社

の
水

い
ち

き

し
ま
ひめ
の
み
こと

下
京
区
高
辻
通
り
室
町
西
入
る
北
側

の
繁
昌
社
は
市
杵
島
姫
命

を
祭
り

(中
略
)
井
戸

の
上

に
石
を
置
き
、
そ
の
上

に
小
祠
が

あ
る
地
が
元
で
あ
る
。
神
社
で
は
石
の
下
は
井
戸
と
い
い
、
近

所
の
民
家
で
は
池
の
跡
と
い
っ
て
い
る
。
班
女
社
と
称
し
た
こ

ろ
の
社
の
旧
地
で
、
醜
女
班
女
の
君

が
世
を
は
か
な
ん
で
入
水

し
た
跡
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
伝
説
名
所
の

一

で
、
古
来
こ
の
路
地
の
前
を
婚
礼
の
行
列
は
通
ら
ぬ
風
習
で
あ
っ

樋
・

徳
江
元
正
氏
は
右
の
井
上
氏
の
記
述
を
引
き
、
班
女
を
も
の
妬
み
の

女
と
す
る
口
承
伝
承
が
謡
曲

『班
女
』
の
成
立
に
感
化
を
与
え
た
可

　
あ
　

能
性
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』
に
見
え
る
殊
更
に

「
穢
多
」
を
賤
視
す

る
記
述
や
筋
立
て
に
は
、
正
徳

・
享
保
期

に
幕
府

・
諸
藩
の
身
分
統

　
み
　

制
が
強
化
さ
れ

「穢
多
」
差
別
も
ひ
ど
く
な
る
こ
と
の
反
映
を
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

四

其
磧
の
構
成
法

先
行
の
隅
田
川
物
を
利
用
す
る
際
、
前
述
の
如
く
其
磧
は
、
演
劇

の
深
刻
さ

・
凄
惨
さ
を
薄
め
る
形
で
利
用
し
て
い
た
。
演
劇
通
の
其

磧
は
、
演
劇
と
浮
世
草
子
の
表
現
効
果
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、

あ
く
ま
で
も
読
者

へ
娯
楽

・
慰
み
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
創

作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
稿
第

一
節
の
章
毎
の
梗
概
を
概
観
し
て
も
分
か
る
よ
う

に
、
仮
名
草
子
や
古
浄
瑠
璃

で
既
に
確
立

し
て
い
た
梅
若
伝
説
の
骨

組
み
に
基
づ
く
部
分
は
、
非
常
に
ス
ト
ー
リ
i
展
開
が
早
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
策
略
を
弄
し
て
の
対
立
や
身
内
同
士
の
腹
の
さ
ぐ
り
合
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い
と
い
っ
た
、
当
世
風
の
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
は
、
会
話
を

多

用
し
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
ゆ
づ
く
り
で
あ
る
。
話
の
設
定
を
確
と

し
た
典
拠
に
拠

っ
て
整
え
つ
つ
、
会
話
文
を
駆
使
し
な
が
ら
筋
を
大

き
く
展
開
さ
せ
た
り
逆
転
さ
せ
た
り
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
同
時
に
当
世
風
の
読
み
や
す
い
文
章
を
成
し
て
い
る
。
其
磧
の

作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
と
言

っ
て
良
い
。

『都
鳥
妻
恋
笛
』
は
周
知

の
如
く
、
後

に

『梅
若
丸

一
代
記
』

(天
明
八
年
刊
)
、
『梅
花
流
水
』
(天
保
十
三
年
刊
)
と
二
度
に
亘
り

　が
　

改
題
し
読
本
風
に
仕
立
て
直
し
て
再
刊
さ
れ
る
。
横
山
氏
は
再
刊
の

事
実
に
着
目
さ
れ
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
が
笛
と
い
う
小
道
具
を
駆
使

し
長
編
時
代
小
説
に
仕
立
て
て
あ
る
点
に
読
本
と
繋
が
る
特
徴
を
指

　　
　

摘
し
て
お
ら
れ
る
。
木
越
氏
は
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』

が
怪
異
小
説

に

取
材
し
伝
奇
性

・
幻
想
性
と
い
っ
た
要
素
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
、

　　
　

読
本
と
繋
が
る
点
を
見
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
笛
は
、
古
来
神
や

霊
と
感
応
し
た
り
奇
跡
を
起
ζ
し
た
り
す
る
霊
性
を
帯
び
た
も
の
と

　の
　

さ
れ
る
楽
器
で
あ
り
、
幻
想
性
を
醸
し
出
す
道
具
立
て
と
し
て
誠
に

有
効
だ

っ
た
と
言
え
る
。

加
え
て
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
に
見
ら
れ
る
其
磧
の
執
筆
姿
勢

(
取

材
法

・
構
成
法
)
自
体
が
、
読
本
に
通
じ
る
面
を
備
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
先
学
の
既
に
紹
介
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
が
、
『
白

　れ
　

鷺
洲
』
巻
四
の
其
磧
に
関
す
る
記
述
を
こ
こ
に
引
く
。

ひ
ご

当
分
、
草
双
紙
な
と
書
出
候
者
に
其
跡
と
申
、
博
学
多
才
の

者
有
之
由
。
其
者
二
一二
冊
も
の
を
書
候
に
も
直
段
何
程
と
究
、

五
冊
も
の
は
拾
両
に
而
書
調
事
候
由
。
夫
を
な
ぜ
と
申
に
、
た

と

へ
お
か
し
き
事
を
書
と
も
、
其
理
分
明
な
ら
さ
る
時
は
其
書

ひ
ご

物
判
に
不
起
候
故
、
故
事
来
歴
を
見
合
、

一
々
引
く
ら

へ
、
由

緒
慥
成
事
を
以
書
立
候
故
、
中
々
気
根
不
届
候
。
右
通
高
直
成

其
代
物
、
書
た
て
さ
る
以
前
に
請
取
、
気
を
な
く
さ
め
ん
た
め
、

至
極
結
構
成
酒
又
は
菓
子
な
と
を
こ
し
ら

へ
、
衣
類
に
も
羽
二

重
な
と
の
能
き
を
ゑ
ら
ひ
着
し
、
踊
子
又
は
三
味
線
な
と
に
て

　
マ
こ

一
日
を
く
ら
し
候

へ
は
、
最
早
右
代
物
は
則
時
に
捨
り
候
故
、

明
日
は
又
も
と
の
や
ふ
れ
衣
裳

に
か
ゆ
を
す
丶
る
事
に
而
、
其

後

一
時
に
二
三
冊
も
の
、
四
五
冊
も

の
を
書
調
候
由
。
幾
度
も

其
致
様
の
由
。

扨
、
右
其
跡
事
、
勝
而
広
も
の
故
、
或
町
人
参
候
而
申
候
は
、

其
方
事
日
本
に
不
知
事
は
無
之
筈

に
候
。
た
と

へ
は
諸
国
の
大

名
の
系
図
、
又
は
名
有
人
の
咄
、
商
売
の
事
に
至
り
而
も
、
夫
々

御
あ
か
し
可
被
成
事
に
候

へ
は
、
当
分
あ
き
な
ひ
を
致
候
は
ん

に
、
何
ほ
と
致
候
は
丶
、
可
然
哉

の
由
申
候
に
、
米
か
当
分
の

商
売
に
能
候
。
先

つ
ど
こ
の
国
に
而

は
何
程
、
何
方
に
而
は
何

程
、
夫
々
算
盤
を
以
、
此
員
数

の
積

に
相
当
り
候
と
、
水
を
な

が
し
候
由
申
候

へ
は
、
致
落
着
由
。
左
候
而
右
町
人
申
候
は
、

夫
程
商
売
の
事
に
付
而
も
御
心
覚
有
之
候
に
、
三
冊
五
冊
の
書

　
マ
こ

を
出
、
其
代
物
を
纔
計
御
取
被
成
、

日
々
御
暮
被
成
候
半
よ
り
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は
、
右
通
り
の
大
商
売
を
以

一
度
に
被
成
様
も
可
有
之
哉
と
申

候
に
、
夫
は
其
跡
に
も
存
候
事
に
て
候

へ
と
も
、
不
数
寄
に
て

候
由
申
候
事
。

根
を
詰
め
て
精
力
的
に
素
材
を
集
あ

一
々
典
籍
に
当
た
り
、
調
べ
上

げ
た
上
で
な
い
と
作
品
化
し
な
い
。
そ
れ
で
は
根
気
が
続
か
な
い
の

で
、
原
稿
料
は

一
度
に
ぱ

っ
と
遊
ん
で
使

っ
て
し
ま
う
。
商
売
の
才

も
な
い
訳
で
は
な
い
の
だ
が
、
好
き
な
こ
と
し
か
や
ろ
う
と
し
な
い
。

「
博
学
」
が
ど
の
程
度
か
は
と
も
か
く
、
〈学
者
気
質
〉
と
で
も
言
う

べ
き
凝
り
性
な
其
磧
の
性
格
と
創
作
態
度
が
窺
え
る
。
現
に

『
都
鳥

妻
恋
笛
』
が
隅
田
川
物
を
中
心
と
す
る
先
行
文
献
を
い
か
に
多
く
博

捜
し
、
い
か
に
多
く
利
用
し
て
い
た
か
は
、
先
に
詳
述
し
た
通
り
で

あ
る
。
『
都
鳥
妻
恋
笛
』
は
、
整
理
す
る
と
次
の
如
き
話
の
要
素
か
ら
成

り
立

っ
て
い
る
。

①

少
将

・
班
女
の
恋
愛
譚

二
人
の
夢
の
逢
瀬
と
再
会

C
1
　

1
)

②

鬮

鬮
凹
愛
執
故
の
入
定
の
失
敗
と
天
狗
化
、

愛

執

の
滅

却

(
一
の
二

・
三
、

五

の

一
)

③

鬮

團

名
笛
楊
柳
笛
を
め
ぐ
る
顛
末

C
i
s

二

・
三
、

三

の

三
～

四

の

三
)

④

[
團

囲

吉
田
家
の
家
督
争
い
(
二

の

一
～

五

の

三
)

尸

B

⑤

鬮
鬮

圏

梅
若
丸
の
横
死
、
物
狂
い
と
な

っ
た
母

と
の
再
会

(
四
の

一
～
三
、
五
の
二
)

⑥

關
鬨
剛
圓
圏

〈
そ
の
ー
〉
三
隅
大
学
の
敵
討
ち

(
一
の

三

、

三

の
三

、

四

の

一
、

五

の

一
・
二
)

〈
そ

の
2

>

山

田

三

郎

の
娘

山

路

に

よ

る
敵

討

ち

(
三

s

1

・
二
、

五

の

二

・
三

)

⑦

鬮

鬥
鬮

]
鬮
]

〈
そ

の
ー

〉

班

女

の
贋

実

父

(
二

の

一
～

三

、

三

の

一
、

四

の

二

・
三

、

五

の

二
)

〈
そ

の
2

>

贋

の
駈

け

込

み

、

山

田

謀
殺

(11
jS

1

・
二
)

〈
そ

の
3

>

専

左

衛

門

に
よ

る

偽

り

の
恋

慕

(
三

の
三

、

四

の

一
)

〈
そ

の
4

>

松

若

丸

の
変

装

、

山

路

の
看

破

(
五

の

二
)

〈
そ

の
5

>

山

路

に
よ

る

偽

り

の
好

意

(
五

の
三

)

⑧

[
[
鬮

囲

浅
茅
が
原
の
一
つ
家
伝
承

(四
の
二
)

⑨

鬮

]
園

人
買
い
に
よ
る
姑
殺
し

(四
の
二
)

A
が
話
の
基
本
的
設
定
や
全
体
に
関
わ
る
要
素
で
言
わ
ば
縦
糸
に
当

た
り
、
B
は
途
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
言
わ
ば
横
糸

の
趣
向
に
当
た
る
。
括
弧
内
は
ど
の
章

に
亘

っ
て
い
る
か
を
示
し
て

い
る
。
A
の
う
ち
①
④
⑤
が
隅
田
川
物

に
早
く
に
備
わ

っ
て
い
た
既

定
要
素

で
、
他
は
あ
と
か
ら
隅
田
川
物

に
付
け
加
え
ら
れ
た
り
其
磧

が
加
え
た
り
し
た
要
素

で
あ
る
。
要
素
同
士
が
複
雑

に
絡
み
合

っ
て

お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

一
つ
の
章

で
幾

つ
か
の
要
素
を
合
わ
せ
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持

つ
章
が
多
い
,

①
～
⑨
の
ど
の
要
素
も
破
綻
無
く
展
開
し
、
要
素
同
士
が
齟
齬
す

る

こ
と
は
な
い
。
⑤
が
悲
劇
で
終
わ
る
こ
と
は
動
か
し
得
な
い
が
、

他
は
全
て
め
で
た
く
納
ま
り
大
団
円
を
迎
え
て
い
る
。
「
構
成
が
や

ハな

な
　

や
緊
密
を
欠
き
」
「其
磧
の
作
と
し
て
は
傑
れ
た
も

の
で
な
い
」

と

い
う
厳
し
い
先
学
の
見
方
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
要
素
を
破

綻
無
く
継
ぎ
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
因
果
の
理
に
叶
う
形
で
結
ぶ
手

腕

は
、
な
か
な
か
の
も
の
と
言

っ
て
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少

な
く
と
も
、
同
様
に
歴
史
物
を
扱

っ
て
も
筋
が
拡
散
し
て
ま
と
ま
り

を
欠
く
西
沢

一
風
の
作
や
、
奇
を
衒
う
あ
ま
り
破
綻
を
き
た
す
場
合

の
あ
る
多
田
南
嶺
の
作
よ
り
随
分
ま
と
ま
り
が
良
い
し
、
其
磧
の
時

代
物
の
中
で
も
出
来
が
悪
い
方
で
は
な
い
と
思
う
。
し
か
も
、
笛
の

道
具
立
て
に
加
え
、
「色
」
に
よ
り
事
態
を
展
開
さ
せ
よ
う
と
す
る

作
意
も

一
貫
し
て
い
る
。
徹
底
し
て
素
材
を
博
捜
し
取
材
し
た
上
で

複
雑
な
筋
を
構
え
る
構
成
力
や
、
道
旦
ハ立
て
や
作
意
に
よ
り
全
体
を

貫

こ
う
と
す
る
行
き
方
は
、
馬
琴
に
代
表
さ
れ
る
読
本
に
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

凄
惨
さ
や
深
刻
さ
を
伴
わ
ず
、
会
話
体
を
多
用
し
た
平
易
な
行
文

で
綴
る
の
は
、
其
磧
の
作
品
に
通
底
す
る
特
徴
で
あ
る
。
あ
り
き
た

り
と
言

っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
そ
の
安
定
感
と
気
楽
さ
が
、

当
時

の
読
者

に
は
喜
ば
れ
た
。
そ
の
上
に
如
上
の
読
本
に
繋
が
り
得

る
要
素
を
加
味
し
得
た

『都
鳥
妻
恋
笛
』
は
、
従
来
の
評
価
以
上
に

注
目
し
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

お
わ
り
に

近
世

の
隅
田
川
物

の
展
開

(
ス
ト
ー
リ
ー
の
拡
大
と
変
化
)
に

つ

い
て
、
鈴
木
圭

一
氏
は

「梅
若
物

の
小
説
類
は
、
演
劇

の
後
を
追

っ

　　
　

て
い
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
、

『都
鳥
妻

恋
笛
』

に
も
当

て
は
ま
る
。
た
だ
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』

の
笛
吹
上
人

(天
狗
坊
)
の
、
僧
侶
の
身
で
あ
り
な
が
ら
愛
欲

に
囚
わ
れ
此
界

・

異
界
の
境
を
越
え
て
女

に
執
す
る
様
は
、
清
玄
桜
姫
物

の
清
玄
像
と

通
う
も
の
が
あ
る
。
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、
以
後
歌
舞
伎
で
隅
田
川

物
と
清
玄
桜
姫
物
が
綯
い
交
ぜ
ら
れ
て
行
く
こ
と
に
影
響
し
た
可
能

性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
『都
鳥
妻
恋
笛
』
を
扱
い
、
其
磧
が
先
行
作

に
取
材

し

つ

つ
長
編
の
娯
楽
小
説
と
し
て
時
代
物
を
創
作
す
る
手
法
を
見
て
来
た
。

な
お
、
其
磧
の
時
代
物
の
中
で
の
作
風

の
変
化
や
、
南
嶺
等
の
時
代

物
と
の
比
較
、
時
代
物
と
演
劇
の
関
係

の
再
考
な
ど
、
其
磧
の
時
代

物
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
考
え
た
い
。

〔注
〕

(1
)
隅
田
川
物
の
系
譜
を
通
史
的
に
辿
る
主
な
論
考
に
、
次
の
も
の
が
あ

る
。
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○
細
井
栄
吉
氏

「
隅
田
川
劇
考

『
双
生

隅
田
川
』

に

つ
い

て
」

(
『国
文

学
研
究
』
5
号
、
昭
和
10
年
11
月

)

○
志
田
義
秀
氏

「
梅
若
伝
説

の
流
れ
」
(
『
日
本

の
伝
説

と
童
話
』

昭
和

16
年
、
大
東
出
版
社

)

○
白
方
勝
氏

「
『
双
生
隅
田
川
』

の
成
立

と
人
買
物

と

し

て
の
意
義

」

(
『
新
居
浜
工
業

高
等
専
門

学
校
紀
要
』

2
号
、
昭

和

41
年

3
月
)
。

『
近
松
浄
瑠
璃
の
研
究
」

(
平
成
5
年
、

風
間
書
房
)

に
所
収

○
落
合
清
彦
氏

「
"清
玄

桜
姫
物
"

と

"隅
田
川
物
"

と
の
関
係
試
論
」

(
『
演
劇
学
』
25
号
、

昭
和

59
年
3
月
)

○
鈴
木
圭

一
氏

「
近
世
梅

若

物

の
展

望
」

(
『
〈
国
文

学
論

叢

・
新
集

八
〉
梅
若
縁
起

の
研
究
と
資
料
』
慶
應
義
塾
大
学
国
文
学

研
究
会
編
、

昭
和
63
年
、
桜

楓
社
)

な
ど
。

(
2
)
後
藤
丹
治
氏

「
雨
月
物

語

「
青
頭

巾
」

の

一
典
拠
」

(
『国

語
国
文
』

.

17
巻
7
号
、
昭
和
23
年

10
月

)
。

(
3
)
潁
原
退
蔵
氏

『
〈
岩
波
講
座

日
本
文
学
〉

日
本
文
学
書
目
解
説

(
五
)

上
方

・
江
戸
時
代

(上

・
下
)
』
(
昭
和
7

・
8
年
、

岩
波

書
店

、

『
潁

原
退
蔵
著
作
集

・
第

一
巻
』

(
昭
和
55
年
、

中
央
公
論

社
)

に
所
収

)
・

暉
峻
康
隆
氏

『
江
戸
文
学
辞

曲
ハ』
(
昭
和
15
年
、
冨
山

房
)

「
都
鳥
妻
恋

笛
」

の
項

・
注

(
1
)

の
志

田
氏

の
論
等
。

(
4
)

『
浮
世
草
子

の
研
究
』
(
昭
和
44
年
、

桜
楓
社

、
平
成

3

年
再

刊
)

四
五
〇
頁
、
及
び

『
日
本
古

典
文
学
大
辞

典

・
第
五
巻
』
(
昭
和

59
年
、

岩
波
書
店
)
「
都
鳥
妻
恋
笛
」

の
項
。

(
5
)

「
八
文
字
屋
本
時
代
物

と
怪

異
小

説

i

『
都
鳥
妻

恋

笛
」

の
場

合

1

」

(『
近
世
文
芸
』
68
号
、
平
成
10
年
6
月
)。

但
し
、

『
金
玉

ね

ぢ
ぶ
く
さ
』

一
の
二

に

つ
い
て
は
注

(
2
)

の
後
藤

氏

で
既
に
指

摘
。

(6
)

『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の
本
文
中

の
表
記
は

「
斑
女
」
。

だ

が
他

の
隅

田

川
物

で
は

「
班
女
」
が
通
例
ゆ
え
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』

の
本
文

の
引

用

部
を
除

き
本
稿

で
は

「班
女
」

に
統

一
し
て
用
い
た
。

(
7
)
藤
井
隆
氏
編

『
〈未
刊
国
文
資
料
第

三
期

・
第

十

一
冊
〉

未

刊
御
伽

草
子
集

と
研
究

(
四
)
』

(昭
和

42
年
、
未

刊
国
文
資
料

刊
行
会
)

に
翻

刻
あ

り
。
氏

は
解
題

で
、
室

町
時
代
末

以
降
明
暦

以
前

に
成
立

と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
但

し
、

写
本

の
巻
子
本

の
形

で
現
存

す
る
作

品
ゆ
え
、

後
世

の
作

へ
の
影
響
力

の
強

い
の
は
や
は
り

『角

田
川
物
語
』

の
方

で

あ
る
。

(
8
)
注

(
1
)

の
志

田
氏

の
論

・
鈴
木
宏
昌
氏

「愛
護

・
梅
若
伝

承
発
生

の
母
胎
」

(前
出

『梅
若
縁
起

の
研
究

と
資
料
』
)

な
ど
。

(
9
)
木
越
氏

が
注

(
5
)

の
論

で
指
摘
。

(
10
)
歌
舞
伎

に
お
い
て
は
元
禄
十

四
年

の

『出
世

隅
田
川
』

以
降

『都
鳥

妻
恋
笛
』
刊
行

の
享
保
十
九
年

に
至

る
ま
で
、

ほ
ぼ
毎
年

隅
田
川
物

の

演
目

が
上
演

さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を

田
島
由
利
氏

が
年
表

に
ま
と
め

て

お
ら
れ
る

(
「隅

田
川
物

・
清
玄
桜
姫
物

・
加
賀

見
山

物

上

演
作
品

の
時
代

順

一
覧
」

『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集

=
二
七

・
隅

田
川
花

御
所

染
』

昭
和

52
年

4
月
)
。
管
見

の
範
囲

で
も
田
島

氏
の
上
げ

た
以
外

に

・
正
徳

元
年

二
の
替

り

『班
女
親

子
二
本
柳
』

(江
戸
森

田
座
)

・
正
徳

三
年
秋

『す

み
だ

川
』

(大
坂

三
十
郎
座
)

※

・
享
保

元
年
盆

『班
女

が
扇
』

(京
大
和
山
座
)

※

・
享
保

四
年

二
の
替

り

『す

み
だ

川
』

(
江
戸
森

田
座
)

※

・
享
保

五
年

『都
鳥
班
女
扇
』

(京

沢
村
座
)

・
享
保

八
年

『隅

田
川
』

(京
榊
山
座
)

※

※
正
式

の
外
題

不
明
。

と
い

っ
た
、

『都
鳥
妻
恋
笛
』

に
先
行
す

る
演
目

を
拾

う

こ
と

が

で
き

る
。

隅
田
川
物

は
地
縁

や
梅
若
命

日
が
三
月
十

五
日
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
特

に
江
戸

の
春
狂
言

と
し
て
好

ま
れ
た
。
上
方

で
は
従
来

隅
田
川

物

は
宝
永
六
年

・
正
徳

二
年

・
同

四
年

の
上

演

(
い
ず

れ
も
演

目

は
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『
す
み
だ
川
』
)
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
の
み
だ
が
、
実
際

に
は
上
方

で
も

か
な
り

の
上
演

が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

『都
鳥
妻
恋
笛
』

は
、

こ
う
し
た
元
禄
末

か
ら
享
保
年
間
を
通

じ
て

の
隅
田
川
物
狂
言

の
流
行
を
受

け
て
企
画

さ
れ
た
作

で
あ

り
、
其
磧

は

先
行
す

る
絵
入

り
狂
言
本

や
上
方

で
実
際

に
目

に
し

た
演
目

か
ら
意
欲

的

に
取
材
し

た
と
思

わ
れ
る

(詳
し
く

は
後
述
)
。

(
11
)
高
橋
則
子
氏
が

「
説
話
と
草
双
紙

-

松

若

の
変
貌

1

」

(
江
本

裕
氏
他
編

『
〈
講
座

日
本

の
伝
承
文
学
第
四
巻
〉

散
文
文

学

〈
説
話

〉

の
世
界
』
平
成

8
年
、

三
弥
井
書
店
)

で
指
摘
。

(
12
)
後
藤
氏
が
注

(
2
)

の
論

で
指
摘
。

(13
)
後
藤
丹
治
氏

「
児
物
語

の
研
究
」

(『
仏
教
文
化
大
講
座
1
』
昭
和
8

年
12
月
、
補
訂

の
上

『
中
世
国
文
学
研
究
』

(昭
和

18
年
、

磯

部
甲

陽

堂
)

に
収
録
)

の
指
摘
。

(
14
)

『
都
鳥
班
女
扇
』
は
、
従
来
指
摘
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
が
、
上
方

の

隅
田
川
物
狂
言
。
国
立
国
会
図
書
館

に
絵
入
り
狂
言
本
が
残
る
。
年
記

を
欠
く
も

の
の
、
名
代
中
村
初
大
夫

・
座
本
沢
村
長
十
郎

・
そ

の
他
出

演
役
者
よ
り
、
享
保
五
年
上
演
と
知
れ
る
。
享
保
元
年
に
も

『
班
女
が

扇
」
(
京
大
和
山
座
)

の
上
演
が
あ

っ
た

こ
と
が
分
か

る

(
享
保

二
年

刊

の
役
者
評
判
記

『
役
者

色
茶

湯
』)

が
、

正
式

の
外

題

は
不
明

で
、

仮

に
同
じ
外
題
だ
と
し

て
も
内
容

が
全

く
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。

た
だ
、

上

方

で
元
禄
末

か
ら
享
保
末

に
か
け

て
活
躍
し
座
本

も
勤

め
た
立
役

の

沢
村
長
十

郎
は
、
隅
田
川
物

を
得

意

と
し

た
ら

し
く
、

役

者
評

判

記

『
役
者
辰
暦
芸

品
定
』

(享
保
九
年

刊
)

大
坂

の
部

「沢
村

長
十
郎
」

の

項
に
は

「
当
年

も
角

田
川
の
と
い
や
町
が
出

ま
せ
ふ
」

と
見
え
る
。

(
15
)

「
『咲

分
五
人
熄
』

と
そ
の
周
辺
」

(
『緑

岡
詞
林
』

3
号
、

昭

和

51

年

12
月
)
。

(
16
)
木
越
氏

が
注

(
5
)

の
論

で
指
摘
。

(
17
)
注

(
1
)

の
白
方
氏

の
論

や
、
近
藤
瑞
男
氏

「人
買

い
惣
太

の
誕
生

1

『
双
生
隅

田
川
』
成
立

の

一
面

-

」

(
『
立
教

大
学

日
本

文
学

』

61
号
、
昭
和

63
年

12
月
)
な
ど
。

(
18
)
江
本
裕
氏

『
〈東
洋
文
庫

四
七
五
〉
伽
婢
子

1
』

(昭
和

62
年
、
平
凡

社
)

二
五

四
頁
。

(
19
)
池

の
水
面

に
梅
若

の
姿
が
見
え

て
入
水
、
と
す

る
伝
承
も
あ

る
。

(
20
)
台
本
が
残
ら
ず
性
格
な
筋
立

て
は
分
か
ら

ぬ
が
、
役
者
評
判
記

『
野

傾
髪
透
油
』

(享
保

二
年
刊
)
江
戸

の
部

「
袖
崎
歌
流

」

の
項

に
次

の

如
く
見
え

る
。

二
月
廿
三

日
よ
り

二
の
替
銘
剣
隅
田
川

に
。
松
若
丸

の
め

の
と
み

や
ぎ

の
と
成

(中
略
)
そ

の
丶
ち
安
左
衛
門
大
西
殿
を
だ
ま
し
わ

き
ざ
し
取

て
切

つ
け
。
土
手

に
て
の
し
あ

い
ど
ふ
も

ー

。
尾
川

殿

に
あ
ふ

て
の

つ
め

ひ
ら
き
。
女
武
道

の
開
山
。
此
芸
は
去
夏
京

大
和
山
座

で
。
は
ん
女
が
扇

の
狂
言

に
い
た
さ
れ
た
す
ぐ
さ
ま
。

御
手

に
入
た
芸

(
傍
線
稿
者
)

(
21
)
平
田
澄
子
氏

「
『
双
生
隅
田
川
』

に

つ
い
て

江
戸
と
近
松

i

」

(
『
文
教

大
学
国
文
』
13
号
、
昭
和
59
年
3
月
)
。

(
22
)
平
出

鏗
二
郎
氏
作
成

の

「
江
戸
時
代
敵
討
事
蹟
表
」

に

「
(
年
月
日
)

享

保
八
年
三
月
廿
七

日

・
(
場
所
)
江
戸
浜

田
侯
邸
内

・
(討
手
の
姓
名
)

山

路

・
(討
手

の
身

分
)
婢

・
(
仇
人

の
姓
名

)
沢
野

・
(
仇
人

の
身

分
)

奥

女
中

・
(
目
的
)

主
人

の
た
め

・
(
原
因

の
起
り
し
時

よ
り
敵

討
せ
し

ま
で
の
年
数
)

即
日
」
と
見
え
る

(
『敵
討
』

明
治
42
年
、

文

昌

閣
、

平
成

2
年

に
中

央
公

論
社

よ
り
再

刊
)
。

(
23
)
横
山
邦

治
氏

「
『梅
花
流
水
』

(
天
保
十

三
年

刊
)

に

つ
い

て
ー

八

文
字
屋
本

『都
鳥
妻
恋
笛
」
流
転

の
諸
相

ー

」

(
『
近
世
文
芸

稿
』

11

号
、
昭
和

42
年

1
月
)
、

「
序

に
か
え

て

i

『
都

鳥
妻

恋
笛

』

か

ら

『
隅
田
川
梅
柳
新
書
』

へ
ー

」

と
改
題

し

『
読

本

の
研
究

-

江
戸

05



と
上
方
と

ー

』
(
昭
和
49
年
、

風
間
書

房
)
に
所

収
。

(
24
)

(
25
)
木
越
氏

の
注

(
5
)

の
論
。

(
26
)

篠
原
氏

の
注

(
15
)

の
論
。

(
27
)
堂
本
正
樹
氏

「隅

田
川
遡
源
」

(『
古
典
劇
と

の
対
立
』
昭
和

34
年
、

能
楽
書
林
)
。

(
28
)
台
本
が
伝
わ
ら
ず
筋
立

て
が
不
明
だ
が
、
役
者
評
判
記

『
役
者
拳
相

撲
』

(享
保
十

一
年
刊
)
京

の
部

「
市
山
助
五
郎
」

の
項

に
次

の
記

述

が
見
え

る
。

伊
勢
物
語

の
中
入
。
乞
食

の
し

こ
な
し
。
大
ぶ
ん

の
当
り
。
狂
言

は
此
段
が
大

で
き
と
申
評
判
お
仕
合
。
此
仕
組
は
四
年
以
前
榊
山

座

に
。
姉
川
殿

(
姉
川
新
四
郎
、
稿
者
注
)

の

つ
と
め
ら
れ
し
時
。

角
田
川
に
せ
ら
れ
。
小
四
郎
殿

(榊

山
小

四
郎
、

稿
者
注
)

で
か

さ
れ
し
去
年

大
小
神

祇
組

へ
入
ら
れ
。
此
所

は
大
分

は
ね
ま
し
た
。

(
29
)

平
田
氏

の
注

(
21
)

の
論
。

(
30
)
高
辻
通
室

町
の
繁
昌
神
社

(別
名
班
女
神
社
)

の
班
女
塚

は
、
女
が

死
後
鳥
辺
野

に
葬

ろ
う
と

し
て
も
遺
体
が
棺
か
ら
出

て
家

に
舞

い
戻
り
、

や
む
な

く
そ
の
ま
ま
家

に
埋
め

た
跡
と
さ
れ

て
い
る
。

『
宇

治
拾
遺

物

語
』

三
の
十
五

に
載
せ

る
長
門
前
司

の
娘

の
奇
談

で
、

『
雍

州
府

志
」

(貞
享

三
年
刊
)

そ
の
他

の
地
誌

に
も
塚

の
由
来
が
載

る
。

ち
な

み

に

げ

す

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

に
は

「
こ
の
塚

の
傍
近
く
は
、

下
種

な

ど
も

え
居

つ
か
ず
。
む

つ
か
し
き
事
あ
り
と
言

ひ
伝

へ
」
た
と
あ

り
、

『
因
果

物

語
』

(片
仮
名
本
)
中

の
四

〔親
不
孝

の
女

の
死
体

が
、

罰
と

し

て
火

葬

で
も
焼
け
ず
水
葬

で
も
流
れ
な

い
話
〕
等
を
参
看
し

て
も
、
葬
送
を

拒

み
屍
を
人
目

に
晒
す

の
は
非
常

に
忌
む

べ
き

こ
と
と
認
識
さ
れ
た
は

ず

で
あ

る
。

(31
)
表
章
氏

「
百

々
裏
話

(
18
)
」
(
『
銕
仙
』
64
号
、
昭
和

33
年
12
月
)
。

(32
)
徳
江
元
正
氏

「
梅
若
譚
」
(
コ
国
学
院
雑
誌
』
58
口互

昭
和
32
年

12
月
?

三
村
昌
義
氏

「
『隅

田
川
』

考

ー

そ

の
背

景
と

基
盤

1

」

(
前
出

『
梅
若
縁
起

の
研
究
と
資
料
』
)
な
ど
。

(
33
)
『
〈東
洋
文
庫

一
二
九
〉
改
訂
京
都
民
俗
志
』

(昭
和
43
年
、
平
凡
社
)

34
頁
。

(
34
)

「
「
班
女
」
余
響
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
54
巻
7
号

、

昭
和

52
年

7

月
)
。

(
35
)
高
橋
貞
樹
氏

『
特
殊
部

落

一
千
年

史
』

(
大
正
13
年

、

更
生

閣
、

昭

和
43
年

に
世

界
文
庫

よ
り
再
刊
)
・
原
田
伴
彦
氏

『
被

差

別
部
落

の
歴

史

」
(
昭
和

48
年
、
朝

日
新
聞
社
)
・
中
尾
健
次
氏

『江
戸
時
代

の
差

別

観
念
」

(平
成

9
年
、

三

一
書
房
)
等
。

(
36
)
改
題
本

の
書
肆

に

つ
い
て
は
、
石
川
俊

一
郎
氏

「近
世
梅
若
物

の

一

考
察

r

『
都
鳥
妻
恋
笛
』
他

二
篇

の
書
誌

i

」

(前
出

『梅
若
縁
起

.

の
研
究
と
資
料
』
)
、
及
び

『
八
文
字
屋
全
集

・
第

12
巻
」

(平
成

8
年
、

汲
古
書
院
)

の

「
『
都
鳥
妻
恋
笛
』
解
題
」

(稿
者
担
当
)
を
参
照
。

(37
)
注

(
23
)

に
同
じ
。

(38
)
注

(
5
)

に
同
じ
。

(39
)
柳
田
国
男

「
笛
吹
き
聟
」
(
『
昔
話
研
究
』
2
巻

11
号
、
昭
和
12
年
10

月
、
『
定
本
柳
田
国
男
集

・
第
6
巻
」

(昭
和
43
年
、
筑
摩
書
房
)

に
所

収
)
・
中
川
聡
氏

「
笛
」

の
項

(志
村
有
弘

・
松
本
寧

至
氏

編

『
日
本

奇
談
逸
話
伝
説
大
事
典
』
平
成
6
年
、
勉
誠
社
)
な
ど
。

(
40
)

『
白
鷺
洲
』
は
、
宝
暦
四
年
か
ら
同
十
年

に
か
け

て
島
津
久
峯
が
木

村
探
元

(
静
隠
)
か
ら
聞
き
書
き
し
た
写
本
。
古
く

『
芸
苑
叢
書
』

に

翻
刻
が
あ
り
、

当
該
箇
所
を
篠
原
進
氏

が
翻

刻
さ
れ

て
い
る

(
「
『白

鷺

洲
』

の
其

磧
」

『
青
山
語
文
』

17
号
、
昭
和
62
年
3
月
)
。
本

稿

の
引
用

は
、

篠
原
氏

の
翻
刻

を
参
看

し

つ

つ
東
京
大
学

史
料

編
纂
所
所
蔵

の

一

本

(島
津
家
文
書
、

H
6

・
11
)

に
拠

り
、
句

読
点

は
私

に
付

し
た
。

(
41
)
注

(
4
)

の
長
谷

川
氏

「都
鳥
妻
恋
笛
」

の
項

(
『
日
本

古
典

文
学

　笛恋妻鳥都厂6'中6`
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大
辞
典

・
第
五
巻
』
)
。

(42
)
注

(3
)

の
暉
峻
氏

「
都
鳥
妻
恋
笛
」

の
項

(
『
江
戸
文
学
辞

典
』
)
。

(43
)
注

(
1
)

の
鈴
木
氏

の
論
。

〔付
記
〕
本
文

の
引
用
は
、
『
都
鳥
妻
恋
笛
』
は

『
八
文

字
屋

本
全
集

・
第

12
巻
』
、
『
秋
夜
長
物
語
』
は

『
〈
日
本
古
典
文
学

大
系

38
>

御
伽

草

子
』

(昭
和
33
年
、
岩
波
書
店
)
、
『
角
田
川
物
語
』
は

『
〈
近
世
文

芸

叢
書

・
第
三
〉
小
説
』
(
明
治
43
年
、
国
書
刊
行
会

、

昭
和

51
年

に

第

一
書
房
よ
り
再
版
)
、
役
者
評
判
記
は

『
歌
舞

伎
評

判
記

集
成

・

第

一
期
』

(岩
波
書
店
)
、
『
双
生
隅
田
川
』
は

『
〈
新

日
本
古
典
文
学

大
系

92
>
近
松
浄
瑠
璃
集
下
』
(
平
成
7
年
、
岩
波
書
店
)

に
拠
る
。

但
し
、
原
則
と
し

て
ル
ビ
は
省
き
旧
字
体
を
新
字
体

に
改
め
た
。

ま
た
本
稿
は
、
平
成
12
年
度
文
部
省

・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研

究
費
補
助
金
奨
励
研
究

(
A
)
「
江
島
其
磧

の
気

質
物

を
中

心
と

す

る
浮
世
草
子

の
研
究
、
及
び
浮
世
草
子
と
笑
話

の
関
係

の
研
究
」

に

よ
る
成
果

の

一
部

で
あ
る
。
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